
原
三
漢
の
美
術
家
援
助

三
上
　
美
和

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
美
術
の
公
的
・
準
公
的
支
援
．
私
的
援
助

⑤
近
代
日
本
画
市
場
の
成
立
］

②
再
興
日
本
美
術
院
③
今
村
紫
紅
④
平
櫛
田
中

凡
例

　
本
論
で
引
用
し
た
資
料
は
、
固
有
名
詞
で
慣
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
旧
漢
字
は
全
て
新
漢
字
に
、

改
め
た
。
引
用
資
料
に
挿
入
し
た
傍
線
は
、
全
て
引
用
者
に
よ
る
。
改
行
は
本
稿
の
字
詰
め
に
合
せ
た
。

片
仮
名
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に

は
じ
め
に

　
原
富
太
郎
（
号
三
漢
、
慶
応
四
年
・
一
八
六
七
i
昭
和
十
四
年
・
一
九
三
九
）
は
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
横
浜

で
活
躍
し
た
実
業
家
で
あ
り
、
古
美
術
の
大
蒐
集
家
、
ま
た
日
本
美
術
院
の
画
家
を
中
心
に
保
護
し
た
パ
ト
ロ
ン
、
つ
ま
り
美
術
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家
へ
の
援
助
者
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。

　
三
渓
の
美
術
史
に
お
け
る
実
証
的
な
研
究
は
、
近
年
自
筆
の
資
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
飛
躍
的
に
進
め
ら
れ
た
（
－
）
。
筆
者

も
こ
の
資
料
に
基
き
、
三
漢
の
旧
蔵
美
術
作
品
を
近
代
美
術
と
古
美
術
に
分
け
、
そ
の
傾
向
を
別
稿
で
論
じ
た
（
，
∀
。

　
本
論
で
は
、
前
稿
で
扱
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
大
観
に
続
く
世
代
の
美
術
家
達
に
対
す
る
援
助
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
三
渓
が
援
助
し
た
中
に
は
、
下
村
観
山
、
横
山
大
観
、
橋
本
静
水
、
今
村
紫
紅
、
安
田
靱
彦
、
小
林
古
径
、
前
田
青
邨
、
牛
田

鶏
村
、
速
水
御
舟
、
小
茂
田
青
樹
と
い
っ
た
日
本
画
家
、
ま
た
平
櫛
田
中
、
佐
藤
朝
山
、
山
崎
朝
雲
、
米
原
雲
海
ら
の
彫
刻
家
が

い
る
（
、
）
。
そ
の
内
容
を
実
証
的
に
再
検
討
し
、
美
術
の
援
助
者
と
し
て
三
漢
の
果
し
た
役
割
と
限
界
及
び
そ
の
背
景
を
考
え
る
こ

と
に
よ
り
、
近
代
美
術
に
お
け
る
美
術
援
助
の
在
り
方
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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1

美
術
の
援
助
者
と
し
て
の
三
漢
の
位
置
付
け

　
　
　
ー
公
的
支
援
と
私
的
援
助
の
視
点
か
ら
ー

（
1
）
公
的
支
援

　
優
れ
た
芸
術
活
動
が
様
々
な
方
面
か
ら
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
美
術
史
の

分
野
で
研
究
対
象
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
（
、
）
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
三
渓
に
よ
る
私
的
援
助
の
対

象
で
あ
る
公
的
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
さ
て
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
明
治
初
期
の
美
術
家
の
養
成
、
美
術
展
覧
会
な
ど
の
美
術
に
つ
い
て
の
諸
制
度
は
、
政
府
の
近



代
化
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
，
）
。
国
は
有
力
な
支
援
者
と
し
て
、
美
術
を
公
的
に
支
援
し
て
い
た
と
も
捉
え

ら
れ
る
。
芸
術
家
の
養
成
と
保
護
に
関
し
て
は
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
F
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
「
美
術
真
説
」
で
、
美
術
学
校
の
設
立
に
よ
る
日
本
画
家
の
育
成
、
そ
の
後
の
援
助
、
さ
ら
に
鑑
賞
者
で
あ

る
公
衆
の
趣
味
の
向
上
を
目
的
と
し
た
展
覧
会
の
開
催
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
主
張
は
、
明
治
十
七
年
の

鑑
画
会
の
開
催
、
国
粋
主
義
の
台
頭
を
受
け
た
明
治
二
十
年
の
東
京
美
術
学
校
の
設
置
と
い
う
形
で
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
二
十
三
年
の
宮
内
省
に
よ
る
帝
室
技
芸
員
制
度
と
皇
室
に
よ
る
買
上
げ
も
、
芸
術
家
の
公
的
保
護
と
思
わ
れ

る
〔
6
）
。

（
2
）
準
公
的
支
援

原三漢の美術家援助（三上　美和〉

　
こ
の
よ
う
な
官
に
よ
る
美
術
の
保
護
育
成
政
策
に
準
ず
る
援
助
と
し
て
、
準
公
的
支
援
を
想
定
し
た
い
。
旦
ハ
体
的
に
は
実
業
家

に
よ
る
協
力
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
官
民
一
体
で
設
立
さ
れ
た
龍
池
会
へ
の
実
業
家
達
の
協
力
、
文
展
初
期
に
お
け
る
実
業
家
の
買
い

上
げ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
準
公
的
支
援
と
考
え
ら
れ
る
（
，
〕
。
前
者
の
龍
池
会
へ
の
協
力
者
の
中
に
は
、
三
漢
の

妻
の
祖
父
で
あ
り
、
原
家
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
原
善
三
郎
（
文
政
十
年
・
一
八
二
七
－
明
治
三
十
二
年
二
八
九
九
）
も
含

ま
れ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
様
の
援
助
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
、
岩
崎
彌
之
助
（
嘉
永
四
年
・
一
八
五
一
－
明
治
四
十
一
年
・
一
九
〇
八
）

を
取
り
上
げ
た
い
。
現
在
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
近
代
美
術
作
品
は
、
岩
崎
家
か
ら
戦
後
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
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あ
り
、
そ
の
う
ち
日
本
画
ほ
八
十
二
点
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
京
都

で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
彌
之
助
に
よ
る
出
品
依
頼
作
品
で
あ
る
。
橋
本
雅
邦
の
「
龍
虎
図
屏
風
」
を
初
め
、

当
時
の
記
録
か
ら
現
在
判
明
し
て
い
る
九
点
中
八
点
が
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
近
代
化
政
策
と
歩
調
を
合
せ
た
援
助

で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
、
一
。

　
彌
之
助
は
こ
の
他
に
も
、
彫
刻
家
大
熊
氏
廣
（
安
政
三
年
・
一
八
五
六
－
昭
和
九
年
・
一
九
三
四
）
の
留
学
、
洋
画
家
山
本
芳

翠
（
嘉
永
三
年
・
一
八
五
〇
1
明
治
四
十
二
年
・
一
九
〇
九
）
の
制
作
を
援
助
し
た
と
い
う
。
ま
た
日
本
美
術
院
の
創
設
に
も
深

く
拘
っ
て
お
り
、
日
本
美
術
院
の
業
務
を
拡
張
す
る
た
め
援
助
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
、
）
。
こ
こ
に
は
準
公
的
支
援
と
私
的
援

助
の
二
つ
の
性
格
が
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
彌
之
助
の
援
助
は
、
三
漢
よ
り
も
二
世
代
上
の
原
善
三
郎
に
近
い
と
い

え
る
。
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2

近
代
日
本
美
術
家
へ
の
援
助

（
1
）
「
美
術
品
買
入
覚
」
に
み
る
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
品

　
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
品
の
蒐
集
期
を
か
つ
て
便
宜
的
に
初
期
（
明
治
二
十
六
年
ー
明
治
四
十
年
）
、
充
実
期
（
明
治
四
十
一
年

－
大
正
七
年
）
、
終
焉
期
（
大
正
八
年
－
昭
和
⊥
ハ
年
）
に
区
分
し
た
（
担
。
今
回
述
べ
る
の
は
充
実
期
、
終
焉
期
の
援
助
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
「
美
術
品
買
入
覚
」
（
以
下
「
買
入
覚
」
と
略
す
）
は
、
三
渓
自
身
に
よ
る
ほ
ぼ
毎
年
の
美
術
品
購
入
記
録
で
あ
る
が
、
近
代
美
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術
品
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
買
入
覚
」
に
記
載
が
な
く
、
そ
の
他
の
記
録
で
旧
蔵
が
確
認
さ
れ
る
作
品
が
予
想
外
に
多
く
、
中
に

は
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
も
あ
っ
た
。
顕
著
な
例
と
し
て
は
、
下
村
観
山
筆
「
魔
障
」
（
明
治
四
十
三
年
・

一
九
一
〇
、
第
四
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
、
以
下
文
展
と
略
す
）
、
「
鵜
図
屏
風
」
（
明
治
四
十
五
年
・
一
九
一
二
）
、
「
春
雨
」
（
大

正
五
年
・
一
九
一
六
）
、
「
楠
公
」
（
大
正
十
年
・
一
九
二
一
）
、
今
村
紫
紅
筆
「
説
法
」
（
第
十
回
巽
画
会
展
、
明
治
四
十
三
年
・

一
九
一
〇
）
、
「
高
津
宮
・
浪
速
津
」
（
第
十
九
回
紅
児
会
展
、
大
正
二
年
・
一
九
一
三
）
、
小
林
古
径
筆
「
住
吉
詣
」
（
大
正
二

年
・
一
九
＝
二
）
、
「
麦
」
（
第
四
回
再
興
日
本
美
術
院
展
（
以
下
再
興
院
展
と
略
す
）
、
大
正
五
年
・
一
九
一
七
）
、
「
織
機
」
（
昭

和
元
年
・
一
九
二
六
、
以
上
東
博
蔵
）
（
n
）
、
「
竹
取
物
語
」
（
第
四
回
再
興
院
展
、
大
正
六
年
・
一
九
一
七
、
京
都
国
立
近
代
美
術

館
蔵
）
、
速
水
御
舟
筆
「
萌
芽
」
（
第
十
三
回
巽
画
会
展
、
大
正
元
年
・
一
九
一
二
、
東
博
蔵
）
、
「
洛
北
修
学
院
村
」
（
再
興
第
六

回
院
展
、
大
正
七
年
・
一
九
一
八
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）
な
ど
、
各
作
家
の
代
表
作
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
作
品
の
質

か
ら
も
三
漢
が
書
き
損
じ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
贈
呈
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
は
援
助
の
返
礼
と
し
て
受
け
取
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
（
坦
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
全
体
と
し
て
、
文
展
、
院
展
と
い
っ
た
展
覧
会
出
品
作
が
多
く
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
注
文
に

よ
る
作
品
が
非
常
に
少
い
。

　
当
時
の
作
品
の
価
格
が
掴
め
な
い
場
合
が
多
く
、
「
買
入
覚
」
が
唯
一
の
資
料
と
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
古
美
術
品
を
含
め

た
本
資
料
中
の
価
格
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
今
後
他
の
資
料
で
少
し
ず
つ
確
認
し
て
い
く
他
な
い
。
し
か
し
、
現
時
点
で
確
認

出
来
た
も
の
か
ら
考
え
る
と
信
懸
性
は
高
い
（
9
。

　
次
に
、
「
買
入
覚
」
及
び
そ
の
他
三
漢
関
係
資
料
を
用
い
、
三
漢
に
よ
る
援
助
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
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（
2
）
若
手
作
家
へ
の
援
助
の
再
検
討

　
　
①
援
助
の
協
力
者

　
三
漢
の
近
代
美
術
家
援
助
の
い
わ
ば
橋
渡
し
役
と
し
て
、
橋
本
静
水
（
明
治
六
年
・
一
八
七
三
－
昭
和
十
八
年
・
一
九
四
三
）

を
取
り
上
げ
る
。
三
渓
の
近
代
美
術
援
助
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
静
水
は
、
橋
本
雅
邦
の
主
催
し
た
二
葉
会
の
幹
事
で

あ
り
、
文
展
で
も
度
々
入
選
す
る
な
ど
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
確
認
出
来
る
作
品
は
少
く
、
全
体

像
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
静
水
が
三
渓
と
知
り
合
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
交
流
を
示
す
資
料
に
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
＝
）
、

天
心
が
安
田
靱
彦
（
明
治
十
七
年
・
一
八
八
四
－
昭
和
五
十
四
年
・
一
九
七
八
）
に
宛
た
書
簡
が
あ
り
、
三
渓
と
天
心
の
問
を
取

り
持
っ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
で
天
心
は
、
三
渓
が
静
水
と
共
に
靱
彦
と
今
村
紫
紅
（
明
治
十
三
年
・
一
八
八
〇

1
大
正
五
年
・
一
九
一
六
）
を
今
後
援
助
す
る
が
、
そ
の
際
静
水
が
骨
を
折
っ
た
た
め
感
謝
す
る
よ
う
に
、
と
う
な
が
し
て
い
る

の
で
あ
る
（
邑
。
さ
ら
に
、
『
日
本
美
術
』
百
五
十
五
号
（
明
治
四
十
五
年
・
一
九
一
二
、
一
月
）
に
は
、
紫
紅
、
靱
彦
の
他
に
静

水
も
援
助
す
る
、
と
い
う
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
省
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
（
題
、
静
水
自
身
も
二
人
と
共

に
援
助
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
三
渓
に
と
っ
て
は
三
人
と
も
援
助
の
対
象
で
あ
っ
た
。
た
だ
静
水
は
両
者
よ
り
一
世
代
上
で

あ
り
、
世
代
は
観
山
、
大
観
と
近
い
こ
と
か
ら
援
助
の
時
期
は
若
干
遅
い
。
「
買
入
覚
」
の
静
水
の
作
品
の
初
出
は
明
治
四
十
五

年
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
際
が
あ
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

　
既
出
の
書
簡
の
他
に
も
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
＝
）
の
天
心
よ
り
観
山
に
宛
て
た
書
簡
で
「
橋
本
正
素
（
静
水
）
氏
か
ら

の
伝
言
」
と
し
て
、
三
漢
が
会
い
た
が
っ
て
い
る
こ
と
、
五
浦
で
二
、
三
枚
制
作
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
て
お
り
蓮
、
三
渓
と
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懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
三
渓
の
購
入
し
た
静
水
作
品
は
紫
紅
、
靱
彦
に
比
べ
て
少
く
、
現
在
確
認
出
来
る
旧
蔵
作
品
は
代
表
作
で
あ
る

コ
休
」
（
明
治
四
十
四
年
・
一
九
〇
一
、
第
五
回
文
展
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
以
外
は
ほ
と
ん
ど
小
品
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

三
渓
の
援
助
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
晩
年
の
茶
会
記
で
も
名
前
が
出
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
長
期

に
渡
る
交
際
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
作
品
も
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
単
独
の
画
集
も
な
く
、
日
本
美
術
院
史
の
文
脈

で
語
ら
れ
る
以
外
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
後
に
は
目
黒
の
雅
叙
園
で
「
静
水
の
間
」
と
言
わ
れ
る
天
井
画
を
描
き
、

ま
た
大
倉
喜
八
郎
が
昭
和
五
年
に
主
催
し
た
「
ロ
ー
マ
開
催
日
本
美
術
展
覧
会
」
で
、
「
桃
に
鳩
」
、
「
遊
魚
」
の
二
点
を
出
品
し

て
お
り
（
u
、
活
躍
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　
正
素
と
い
う
名
を
静
水
と
改
名
し
た
の
は
天
心
の
勧
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
B
＞
、
天
心
と
も
か
な
り
親
し
か
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
斎
藤
隆
三
に
よ
る
と
、
小
林
古
径
に
会
う
よ
う
天
心
に
し
き
り
に
勧
め
た
の
も
静
水
で
あ
る
（
旧
〕
。
ま
た
平
櫛
田
中
は
、

米
原
雲
海
と
田
中
の
作
品
を
天
心
が
買
い
上
げ
る
と
い
う
電
報
が
静
水
の
と
こ
ろ
に
来
た
、
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
〔
・
。
）
、
天
心

の
秘
書
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
三
渓
と
の
連
絡
を
頼
ま
れ
た
の
も
そ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
が
前
提
で
あ
っ

た
。
日
本
美
術
院
の
画
家
と
援
助
者
の
間
を
取
り
持
っ
て
い
た
静
水
の
よ
う
な
仲
介
者
的
役
割
は
、
当
時
の
画
家
、
美
術
団
体
と

作
品
購
入
者
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
　
②
若
手
作
家

　
既
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
天
心
の
依
頼
で
静
水
を
介
し
て
三
渓
の
援
助
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
画
家
に
、
安
田
鞭
彦
、
今
村

紫
紅
が
い
る
。
両
者
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
か
ら
二
年
間
、
月
々
百
円
の
援
助
を
受
け
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
下
村
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観
山
に
よ
る
紹
介
と
さ
れ
て
い
る
が
（
恩
、
当
時
既
に
援
助
を
受
け
て
い
た
観
山
が
有
望
な
新
人
を
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
は
充
分

あ
り
得
る
。
三
渓
に
と
っ
て
は
、
天
心
の
勧
め
も
あ
り
、
そ
の
上
観
山
、
静
水
ら
先
輩
格
の
画
家
達
と
も
親
し
い
紫
紅
、
靱
彦
を

安
心
し
て
援
助
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
今
回
調
査
し
た
三
渓
の
蔵
書
（
三
渓
園
保
勝
会
蔵
）
中
の
『
日
本
美
術
』
百
四
十
号
（
明
治
四
十
三
年
．
一
九
一

〇
、
十
月
）
の
表
紙
に
は
印
が
付
け
ら
れ
、
本
文
中
の
「
本
号
の
画
苑
は
紅
児
会
出
陳
新
進
諸
家
の
作
品
也
」
と
い
う
部
分
に
二

重
丸
が
施
さ
れ
て
お
り
、
三
漢
自
身
も
紫
紅
を
こ
の
頃
か
ら
注
目
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
紫
紅
の
紅

児
会
出
品
作
は
「
伊
達
政
宗
」
（
明
治
四
十
三
年
、
横
浜
美
術
館
蔵
）
で
あ
り
、
三
渓
は
紫
紅
の
没
後
で
あ
る
大
正
七
年
（
一
九

一
八
）
に
本
作
品
を
千
百
八
十
七
円
で
購
入
し
て
い
る
奪
。
三
渓
が
紫
紅
の
援
助
を
決
め
た
の
は
第
五
回
文
展
に
出
品
し
、
褒
状

を
取
っ
た
と
さ
れ
る
「
護
花
鈴
」
（
明
治
四
十
四
年
、
霊
友
会
妙
一
記
念
館
蔵
）
を
み
て
の
こ
と
で
あ
り
（
鐙
、
そ
の
翌
年
に
も
紫

紅
の
作
品
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
「
護
花
鈴
」
は
秀
吉
の
醍
醐
の
花
見
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
渓
は
豊
臣
秀
吉
や
そ
の
関

係
史
料
を
「
桃
山
史
料
」
と
し
て
蒐
集
し
、
三
渓
園
に
は
移
築
当
時
は
聚
楽
第
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
臨
春
閣
」
や
藝
、

秀
吉
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
手
水
鉢
な
ど
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
秀
吉
の
花
見
に
取
材
し
た
「
護
花
鈴
」
は
、
桃
山
時

代
を
好
ん
で
い
た
三
渓
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
趣
向
に
合
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
紫
紅
が
「
護
花
鈴
」
を
制
作
す
る
に
当
り
、
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
狩
野
信
長
筆
「
花
下
遊
楽
図
屏
風
」
（
江
戸
時
代
、
国
宝
、
東
博
蔵
）
を
初
め
と
し
た
桃
山
時
代
の

屏
風
を
研
究
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
本
図
に
桃
山
美
術
の
反
映
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
鑑
賞
者
と
制
作
者
の
美
意
識
の
重
な
り
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
訪
）
。

　
紫
紅
は
、
三
渓
か
ら
援
助
を
得
た
五
年
後
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、
三
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
僅
か
に
晩
年
の
五
年
間

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
紫
紅
と
三
渓
の
拘
り
を
み
る
と
、
こ
の
五
年
間
は
ま
さ
に
三
渓
が
支
え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
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い
。
紫
紅
自
身
、
三
渓
に
よ
る
援
助
が
決
っ
た
直
後
、
最
低
限
の
生
活
を
得
た
上
で
、
画
家
と
し
て
の
仕
事
を
追
求
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
主
旨
の
文
章
を
書
い
て
お
り
、
三
漢
か
ら
の
援
助
が
紫
紅
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
充
分
に
認
識
し
て
い

た
（
2
6
）
Q

　
そ
の
後
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
、
第
⊥
ハ
回
文
展
出
品
作
「
近
江
八
景
」
（
東
博
蔵
）
で
二
等
賞
二
席
を
受
け
、
三
渓
に
千
五
百

円
で
購
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
鞭
彦
、
古
径
、
青
邨
と
共
に
三
渓
園
で
行
わ
れ
た
古
美
術
鑑
賞
会
に
招
か
れ
、
「
高
津
宮
．

浪
花
津
」
（
既
出
）
を
紅
児
会
に
出
品
し
、
三
漢
に
購
入
さ
れ
た
。
大
正
三
年
に
は
イ
ン
ド
旅
行
の
資
金
を
援
助
金
の
前
借
り
の

形
で
三
渓
か
ら
受
け
取
り
、
帰
国
後
代
表
作
「
熱
国
の
巻
」
（
東
博
蔵
）
を
再
興
第
一
回
院
展
に
出
品
し
、
や
は
り
三
渓
に
千
円

で
購
入
さ
れ
て
い
る
。
同
年
紫
紅
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
赤
曜
会
で
も
、
三
渓
が
こ
の
赤
曜
会
を
見
に
行
く
と
、
有
無
を
い
わ
さ

ず
千
円
を
寄
付
さ
せ
ら
れ
閉
口
し
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
お
り
、
牛
田
鶏
村
は
「
赤
曜
会
は
三
渓
の
後
援
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
渓
が
か
な
り
の
資
金
を
援
助
し
た
と
思
わ
れ
る
産
。

　
三
渓
が
購
入
し
た
紫
紅
作
品
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
数
は
二
十
五
点
で
大
観
、
観
山
、
雅
邦
に
次
い
で
四
番
目
で
あ
り
、
値
段

は
七
番
目
で
あ
っ
た
葱
。
点
数
の
割
に
価
格
が
低
い
の
は
、
大
正
四
年
に
赤
曜
会
で
一
括
購
入
さ
れ
た
作
品
が
四
点
、
購
入
記
録

に
無
い
作
品
が
四
点
あ
る
こ
と
、
ま
た
展
覧
会
出
品
作
以
外
の
価
格
の
低
い
作
品
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う

に
、
蔵
帳
の
み
に
記
載
さ
れ
た
作
品
に
「
高
津
宮
・
浪
花
津
」
が
あ
る
（
2
9
）
。
没
後
に
購
入
さ
れ
た
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
「
伊
達

政
宗
」
と
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
「
紗
魚
」
（
大
正
四
年
・
一
九
一
五
、
横
浜
美
術
館
蔵
）
（
・
、
H
で
あ
る
。

　
蒐
集
作
品
数
か
ら
も
三
渓
が
紫
紅
を
好
ん
で
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
描
か
れ
た
「
熱

国
の
巻
」
に
つ
い
て
の
三
渓
の
作
品
評
で
は
、
本
作
品
を
「
非
常
の
努
力
の
作
に
候
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
「
紫
紅
君
の
一
代

の
悪
作
」
で
あ
り
、
「
三
渓
園
の
宝
庫
に
来
る
こ
と
は
余
り
気
持
ち
好
か
ら
ず
候
」
と
書
い
て
お
り
璽
、
こ
の
作
品
を
力
作
で
あ
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る
こ
と
は
認
め
て
も
、
そ
の
芸
術
性
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
に
も
拘
ら
ず
「
買
入
覚
」
の
記
録
に
よ
る
と
、
三
渓

は
こ
の
作
品
を
千
円
と
い
う
高
額
で
購
入
し
て
お
り
、
こ
こ
に
、
自
分
の
認
め
た
作
家
に
対
し
て
は
援
助
を
惜
し
ま
な
い
様
子
が

み
え
、
そ
の
援
助
の
在
り
方
の
一
端
が
表
れ
て
い
る
葱
。

　
紫
紅
の
没
後
、
紫
紅
の
早
す
ぎ
る
死
を
遺
憾
に
思
っ
た
三
渓
が
そ
の
記
念
碑
を
三
渓
園
内
に
作
ろ
う
と
し
た
と
い
う
話
が
矢
代

幸
雄
や
安
田
靱
彦
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
詔
）
。
紫
紅
の
最
晩
年
に
当
る
大
正
四
年
は
、
三
渓
が
最
も
多
く
近
代
絵
画
を
購
入

し
た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
三
渓
の
関
心
が
近
代
美
術
に
向
っ
て
い
た
が
、
中
で
も
三
渓
が
最
後
ま
で
援
助
し
続
け
、
そ
の
成

果
を
見
届
け
た
画
家
は
紫
紅
で
あ
っ
た
。

　
小
林
古
径
（
明
治
十
六
年
・
一
八
八
三
ー
昭
和
三
十
二
年
・
一
九
五
七
）
、
前
田
青
邨
（
明
治
十
八
年
・
一
八
八
五
－
昭
和
五

十
二
年
．
一
九
七
七
）
も
三
渓
の
援
助
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は
紫
紅
と
同
時
期
に
援
助
を
受
け
た
日
本
画
家
で
あ
る
靱
彦
、
紫
紅

の
二
人
の
紹
介
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
愚
。
こ
れ
ら
の
画
家
達
に
よ
る
作
品
と
三
漢
の
美
意
識
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
よ
り

詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
各
作
家
の
作
風
の
展
開
か
ら
概
観
す
る
と
、
彼
等
と
三
漢
の
美
意
識
は
、
紫
紅
と
同
様
か
な
り

近
似
し
て
い
る
§
。
最
初
の
購
入
者
で
あ
る
三
漢
と
そ
の
制
作
者
の
嗜
好
の
共
通
性
は
、
作
品
解
釈
に
も
っ
と
考
慮
さ
れ
て
も
然

る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
渓
が
こ
れ
ら
の
画
家
を
援
助
し
た
と
さ
れ
る
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
十
二
年
頃
と
い
う
時
期
を
検
討
す
る
と
、
鞍
彦
は
二

十
七
歳
か
ら
三
十
九
歳
、
古
径
は
二
十
八
歳
か
ら
四
十
歳
、
青
邨
は
二
十
六
歳
か
ら
三
十
八
歳
で
あ
り
、
皆
二
十
代
後
半
か
ら
三

十
代
後
半
に
当
り
、
画
家
と
し
て
成
長
す
る
時
期
に
三
渓
の
援
助
を
受
け
て
い
た
。

　
三
渓
の
援
助
は
関
係
者
の
推
薦
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
既
に
援
助
し
て
い
た
画
家
の
後
輩
、
同
僚
と
い
っ
た
人
間
関

係
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
青
年
画
家
た
ち
の
そ
れ
ま
で
の
経
歴
を
み
れ
ば
、
将
来
有
望
で
あ
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り
、
奨
励
す
る
対
象
と
し
て
不
足
は
な
か
っ
た
。

　
靱
彦
、
青
邨
、
古
径
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
に
三
渓
の
古
美
術
の
蒐
集
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

時
の
古
美
術
鑑
賞
に
つ
い
て
の
文
章
を
残
し
て
い
る
。
古
径
は
そ
の
会
に
つ
い
て
、
月
三
度
も
通
い
、
芸
術
、
古
美
術
の
話
を
し

た
が
、
仏
教
美
術
の
話
を
す
る
と
仏
教
美
術
の
古
名
画
が
ず
ら
り
と
並
び
、
鏡
の
話
に
移
る
と
古
鏡
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
、
と
語

っ
て
い
る
。
ま
た
三
渓
の
晩
年
に
茶
会
に
呼
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
昭
和
八
年
に
「
蓮
の
絵
が
出
来
た
か
ら
見
に
来
る
よ
う

に
」
と
速
水
御
舟
と
招
か
れ
た
時
、
正
式
の
茶
会
で
あ
っ
た
が
、
作
法
の
分
ら
な
い
自
分
に
「
君
た
ち
は
こ
の
気
分
を
味
わ
え
ば

そ
れ
で
よ
い
」
と
自
由
に
さ
せ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
（
■
6
）
。
古
径
と
青
邨
は
、
三
渓
の
長
男
善
一
郎
が
昭
和
十
二
年
（
一
九
三

七
）
突
然
他
界
し
た
時
の
追
善
の
茶
会
や
、
三
渓
の
没
年
に
当
り
、
茶
会
記
の
最
後
と
な
る
昭
和
十
四
年
四
月
十
四
日
の
茶
会
に

も
靱
彦
と
共
に
招
か
れ
て
い
る
（
還
。
こ
の
三
人
は
晩
年
の
三
渓
に
と
っ
て
、
画
家
と
援
助
者
と
い
う
関
係
を
離
れ
た
特
別
親
密
な

存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
援
助
の
仕
方
は
月
百
円
の
研
究
費
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
三
渓
は
こ
の
三
人
の
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
の

文
展
、
再
興
院
展
の
出
品
作
を
ほ
ぼ
全
て
購
入
し
て
お
り
、
こ
の
購
入
は
援
助
の
一
面
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
径
に
は
「
買
入
覚
」

の
大
正
十
年
（
一
九
一
〇
）
の
項
に
、
「
け
し
花
二
年
分
補
助
」
と
し
て
三
千
五
百
円
が
、
そ
し
て
青
邨
に
は
「
魚
屏
風
二
年
分

補
助
」
と
し
て
千
七
百
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
＾
お
H
。
ま
た
靱
彦
に
は
住
居
の
世
話
も
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
3
9
｝
、
大
正
十
二
年
ま
で

は
ま
さ
に
有
力
な
援
助
者
と
し
て
彼
等
を
支
え
て
い
た
。

　
画
家
た
ち
も
期
待
に
違
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
壮
年
期
の
代
表
作
を
三
渓
の
元
に
残
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
感
想
か
ら
、
三

渓
も
か
な
り
満
足
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
（
・
。
〕
。
こ
の
三
人
は
、
三
渓
が
援
助
し
、
成
長
さ
せ
た
画
家
で
あ
っ
た
。
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③
前
衛
画
家

　
牛
田
鶏
村
（
明
治
二
十
三
年
．
一
八
九
〇
ー
昭
和
五
十
一
年
・
一
九
七
六
）
は
、
今
村
紫
紅
や
速
水
御
舟
、
小
茂
田
青
樹
も
学

ん
だ
松
本
楓
湖
の
安
雅
堂
画
塾
に
明
治
四
十
｝
年
（
一
九
〇
八
）
に
学
び
、
そ
の
後
三
渓
の
援
助
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ

か
け
が
鶏
村
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
舟
の
第
六
回
文
展
（
大
正
元
年
・
一
九
一
二
）
に
落
選

し
た
「
萌
芽
」
（
既
出
）
が
翌
年
の
第
十
三
回
巽
画
会
で
三
等
銅
賞
一
席
と
な
っ
た
時
、
善
一
郎
の
勧
め
で
三
渓
が
購
入
し
、
鶏

村
、
御
舟
、
青
樹
の
三
人
の
援
助
が
始
っ
た
と
い
う
（
、
）
。
ま
た
、
第
七
回
文
展
（
大
正
二
年
）
で
、
三
渓
は
鶏
村
の
「
町
三
趣
」

（
下
図
の
み
現
存
）
を
絶
賛
し
て
お
り
、
三
渓
が
援
助
を
始
め
た
時
の
鶏
村
は
画
家
と
し
て
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
（
馨
。

　
鶏
村
は
三
渓
や
御
舟
、
青
樹
に
関
し
て
雑
誌
に
回
想
を
し
て
お
り
、
当
時
の
貴
重
な
証
言
者
で
も
あ
る
。
三
渓
と
の
交
際
は
晩

年
ま
で
続
い
て
お
り
、
三
渓
が
贈
っ
た
自
作
の
画
集
に
対
し
て
詳
細
に
感
想
を
伝
え
た
鶏
村
か
ら
の
書
簡
が
、
三
渓
園
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
（
想
。
三
漢
は
鶏
村
の
最
も
画
家
と
し
て
充
実
し
た
時
期
に
援
助
し
支
え
た
が
、
鶏
村
は
紫
紅
と
共
に
赤
曜
会
で
活
躍
し

た
の
を
最
後
に
次
第
に
振
わ
な
く
な
り
、
昭
和
初
期
頃
か
ら
次
第
に
画
壇
か
ら
離
れ
た
。
戦
後
に
一
度
再
興
院
展
に
出
品
し
た
の

を
最
後
に
、
展
覧
会
出
品
を
や
め
、
舞
台
芸
術
の
分
野
に
移
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
こ
の
戦
後
の
出
品
は
、
原
家
か
ら
の
依
頼
と

さ
れ
て
お
り
、
鶏
村
も
全
力
を
注
い
で
制
作
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
磁
。

　
鶏
村
と
同
時
期
に
三
渓
の
援
助
を
得
た
画
家
に
、
速
水
御
舟
（
明
治
二
十
七
年
・
一
八
九
四
ー
昭
和
十
年
・
一
九
三
五
）
、
小

茂
田
青
樹
（
明
治
二
十
四
年
・
一
八
九
一
ー
昭
和
八
年
・
一
九
三
三
）
が
い
る
。
両
者
は
当
時
全
く
の
無
名
画
家
で
あ
り
、
紫
紅

を
中
心
と
し
た
前
衛
的
な
日
本
画
家
た
ち
が
集
っ
て
い
た
赤
曜
会
に
所
属
し
、
い
わ
ば
模
索
時
代
に
三
渓
と
出
会
っ
て
い
る
。
御

舟
が
三
渓
に
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
援
助
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
萌
芽
」
と
い
う
作

品
は
、
当
時
と
し
て
も
新
し
い
表
現
と
さ
れ
、
驚
き
と
共
に
迎
え
ら
れ
た
§
。
そ
の
よ
う
な
斬
新
な
作
品
を
あ
え
て
購
入
し
、
援
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助
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
援
助
は
善
一
郎
が
よ
り
積
極
的
だ
っ
た
。
大
正
三
年
の
再
興
院
展
の
作
品
評
で
、
三
渓
は
善
一

郎
が
反
対
す
る
の
で
作
品
の
購
入
を
見
送
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
作
品
購
入
に
は
、
三
漢
自
身
よ
り
む
し
ろ
善
一
郎

の
関
与
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
（
哲
。

　
一
方
三
渓
は
両
者
を
評
価
し
て
お
ら
ず
、
援
助
に
関
し
て
も
打
ち
切
り
を
考
え
て
い
る
と
い
う
感
想
を
残
し
て
い
る
（
琶
。
と
は

い
え
、
大
正
期
の
御
舟
の
代
表
作
で
あ
り
近
年
補
修
さ
れ
、
そ
の
実
験
的
な
技
法
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
京
の
舞
妓
」

（
再
興
第
七
回
院
展
、
東
博
蔵
、
大
正
九
年
二
九
一
〇
）
（
馨
や
「
比
叡
山
」
（
再
興
第
七
回
院
展
、
大
正
八
年
・
一
九
〇
九
、
東

博
蔵
）
を
入
手
し
て
お
り
、
御
舟
へ
の
援
助
は
こ
の
頃
ま
で
は
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
茶
会
記
に
は
御
舟
の
名
も
昭
和
八
－

九
年
（
一
九
三
三
ー
三
四
）
に
数
回
登
場
し
て
お
り
、
震
災
以
降
作
品
蒐
集
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
靱
彦
ら
同
様
、
晩
年
ま

で
交
際
は
続
い
た
。

　
青
樹
は
、
第
十
三
回
巽
画
会
（
大
正
二
年
）
に
出
品
し
た
「
野
趣
四
題
」
（
全
四
点
中
「
夏
沢
清
夜
」
は
北
海
道
立
近
代
美
術

館
蔵
、
「
春
日
閑
村
」
、
「
山
村
晩
帰
」
は
個
人
蔵
）
が
援
助
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
る
。
当
時
は
ま
だ
学
習
期
で
あ
っ
た
が
（
想
、
三

漢
か
ら
の
援
助
で
京
都
に
遊
学
の
機
会
を
得
て
い
る
〔
5
。
）
。
援
助
が
い
つ
ま
で
続
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
自
己
の
作
風
を
確
立
し

た
頃
に
は
、
三
渓
と
は
拘
ら
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
時
期
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
前
衛
的
な
作
品
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
感
心
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
援
助
し
た
こ
と
は
、

裏
を
返
せ
ば
、
自
分
の
個
人
的
な
嗜
好
を
越
え
て
、
若
い
作
家
の
成
長
に
期
待
し
て
励
ま
し
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。
援
助
当

時
は
成
果
を
み
せ
ら
れ
な
か
っ
た
青
樹
も
、
そ
の
後
研
鐙
を
重
ね
、
最
晩
年
の
代
表
作
「
草
虫
図
巻
」
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館

蔵
）
の
よ
う
な
独
特
の
世
界
を
築
き
、
援
助
に
応
え
た
。
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⑤
近
代
木
彫
家

　
こ
れ
ま
で
み
た
通
り
、
三
渓
が
援
助
し
た
の
は
日
本
画
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
平
櫛
田
中
（
明
治
五
年
・
一
八
七
二
ー
昭
和

五
十
四
年
・
一
九
七
九
）
を
初
め
と
す
る
木
彫
家
を
保
護
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
画
家
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
が
、

中
で
は
田
中
が
最
も
多
く
、
し
か
も
初
期
の
代
表
作
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
「
灰
袋
子
」
（
大
正
二
年
・
一
九
一
三
）
、

「
樹
に
椅
り
て
」
（
再
興
第
一
回
院
展
、
大
正
三
年
・
一
九
一
四
）
、
「
森
の
書
」
（
再
興
第
四
回
院
展
、
大
正
六
年
二
九
一
七
）
、

「
鳥
有
先
生
」
（
再
興
第
六
回
院
展
、
大
正
八
年
・
一
九
一
九
）
の
四
点
が
現
在
東
博
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
華
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
既
に
林
サ
エ
に
よ
る
論
考
が
あ
り
、
筆
者
も
天
心
に
対
す
る
支
援
の
一
環
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た

が
（
影
、
こ
こ
で
資
料
に
基
き
新
た
に
確
認
出
来
た
こ
と
を
加
え
た
い
。

　
「
買
入
覚
」
に
記
載
さ
れ
た
木
彫
作
品
は
、
全
部
で
二
十
三
点
で
あ
る
（
聾
。
林
論
文
の
時
点
で
は
蔵
品
目
録
の
メ
モ
か
ら
十
点

の
指
摘
が
あ
る
が
、
メ
モ
が
書
か
れ
た
日
時
が
特
定
で
き
な
い
た
め
作
品
の
比
定
に
は
難
が
あ
る
（
邑
。

　
も
っ
と
も
、
「
買
入
覚
」
で
も
、
記
載
名
と
実
作
品
名
が
違
う
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
で
も
同
一
作
品
と
は
限
ら
な
い
場
合

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
田
中
作
「
法
堂
二
笑
」
は
、
現
在
小
平
市
田
中
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ブ

ロ
ン
ズ
製
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年
第
二
回
日
本
彫
刻
会
に
出
品
さ
れ
、
三
漢
に
購
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
同
名
作
品
（
現
存

せ
ず
）
は
木
彫
で
あ
り
、
写
真
で
み
る
限
り
全
く
別
の
作
品
で
あ
る
（
憩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ

　
ま
た
も
う
一
点
、
佐
藤
朝
山
に
よ
る
「
沙
倶
牛
多
羅
姫
」
は
、
同
名
作
品
が
同
時
期
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
三
漢
購
入
作
品
の

比
定
は
難
し
い
（
5
6
）
。

　
こ
う
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
「
買
入
覚
」
は
作
品
名
が
か
な
り
正
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
彫
刻
会
、
再
興
院

展
の
初
期
木
彫
作
品
の
多
く
が
三
漢
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
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さ
て
、
三
渓
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
日
本
彫
刻
会
第
二
回
展
で
、
田
中
の
「
法
堂
二
笑
」
（
所
在
不
明
）
（
舅
を

四
百
三
十
円
で
購
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
（
馨
、
こ
の
こ
と
は
先
述
し
た
よ
う
に
「
買
入
覚
」
か
ら
も
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が

最
初
に
購
入
さ
れ
た
田
中
の
作
品
で
あ
っ
た
。

　
三
渓
が
田
中
の
援
助
を
始
め
る
契
機
は
、
や
は
り
天
心
の
斡
旋
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
日
本
彫
刻
会
」
は
、
三
渓
が
援
助

を
始
め
る
少
し
前
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
、
第
七
回
文
展
の
開
催
中
に
、
木
彫
の
振
興
を
図
っ
た
岡
倉
天
心
が
主
導
者
と

な
り
、
田
中
が
山
崎
朝
雲
、
米
原
雲
海
ら
の
木
彫
家
と
共
に
結
成
し
た
会
で
あ
り
、
日
本
趣
味
、
東
洋
趣
味
を
喧
伝
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
（
＝
9
〕
。
そ
の
後
天
心
が
同
会
の
作
品
を
牧
野
伸
顕
に
勧
め
る
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
書
簡
が
残
さ
れ
て

お
り
（
6
。
）
、
天
心
が
本
会
の
振
興
に
骨
を
折
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
三
渓
が
田
中
に
援
助
を
す
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
「
奨
励

し
て
下
さ
い
と
頼
ん
で
ね
。
」
と
い
う
田
中
の
述
懐
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
a
v
、
三
渓
が
天
心
と
こ
の
会
の
方
針
に
共
鳴
し

て
援
助
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
三
渓
の
元
に
は
、
田
中
が
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
後
半
に
か
け
て
の
代
表
作
が
集
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
木
に
衙
り
て
」
（
既

出
）
は
、
田
中
に
よ
る
と
、
土
塀
に
も
た
れ
て
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
気
の
ふ
れ
た
男
が
お
り
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
、
ど

ん
な
に
人
に
か
ら
か
わ
れ
て
も
平
然
と
し
て
い
た
姿
が
面
白
か
っ
た
た
め
制
作
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
奪
。
三
渓
は
こ
れ
を

「
彫
刻
の
出
品
作
の
中
で
は
一
番
で
あ
り
、
立
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
も
狂
人
で
あ
り
哲
人
で
あ
る
」
と
し
て
共
感
を
示
し
、

「
三
渓
園
に
来
る
も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
〔
6
■
）
。
ま
た
、
同
年
の
「
買
入
覚
」
に
は
「
平
櫛
田
中
彫
刻
」
と
し
て
作
品
名
の

な
い
記
載
も
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
作
品
を
購
入
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
百
八
年
と
い
う
田
中
の
長
い
生
涯
に
お
い
て
は
、
三
渓
の
保
護
し
た
期
間
は
余
り
に
短
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
は
田
中
に
と
っ
て
も
、
天
心
と
出
会
い
、
木
彫
家
と
し
て
の
生
涯
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
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て
い
た
。
三
渓
が
田
中
ら
日
本
彫
刻
会
の
作
家
を
保
護
す
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
に
は
、
天
心
の
伝
統
美
術
育
成
に
賛
同
し
て
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
田
中
の
作
品
に
愛
着
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
、
そ
の
成
長
を
願
っ
て
の
援
助
と
し
て
も

さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
初
期
日
本
彫
刻
会
、
初
期
再
興
院
展
へ
の
木
彫
の
出
品
作
の
主
要
な
も
の
が
三
渓
に
よ
り
購
入
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
期
の
木
彫
界
に
と
っ
て
三
渓
が
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
資
料
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。

　
　
⑥
洋
画
家
、
工
芸
家

　
三
渓
は
洋
画
家
の
作
品
を
ほ
と
ん
ど
蒐
集
し
て
お
ら
ず
、
自
身
も
自
分
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
趣
味
も
無
い
、
と
語
っ
て
い

る
が
（
邑
、
善
一
郎
は
洋
画
の
造
詣
が
深
く
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
も
所
有
し
、
洋
画
の
蒐
集
を
盛
ん
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
6
5
〕
。

善
一
郎
に
は
留
学
の
経
験
も
あ
り
、
西
洋
美
術
を
好
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
世
代
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
美
意
識
に
反
映

し
て
い
る
。
小
学
校
で
一
級
下
で
あ
っ
た
矢
代
幸
雄
に
よ
る
と
、
現
在
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
サ
ン
ト
・

ビ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
と
シ
ャ
ト
ー
ノ
ワ
ー
ル
」
や
、
水
彩
の
大
き
な
静
物
画
、
ま
た
現
在
東
京
国
立
西
洋
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
「
聖
母
の
教
育
」
（
6
6
∀
な
ど
を
購
入
し
、
ま
た
、
安
井
曽
太
郎
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
時
、
共
に
画
室
を
訪

問
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
ば
り
の
裸
体
画
を
購
入
し
た
り
と
、
大
い
に
西
洋
美
術
の
趣
味
を
共
に
楽
し
ん
だ
、
と
想
い
出
を
語
っ
て
い

る
〔
彰
。
さ
ら
に
、
原
家
と
ゴ
一
渓
の
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
S
家
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
頃
、
岸
田
劉
生
を
支
え
た
援
助
者

の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
6
8
｝
。
も
っ
と
も
、
三
渓
自
身
が
ど
の
程
度
援
助
に
関
与
し
て
い
た
か
は
分
っ
て
お
ら
ず
、
「
買

入
覚
」
に
も
記
載
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
両
者
の
関
係
を
示
す
資
料
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
少
く
と
も
先
述
し
て
き

た
日
本
画
家
達
に
対
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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洋
画
家
と
の
関
係
と
同
様
、
三
渓
と
近
代
工
芸
家
と
の
拘
り
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
同
時
期
に
、
古
美
術
蒐
集
で
知
ら
れ
る
岩
崎
小
彌
太
や
細
川
護
立
は
、
古
陶
磁
の
再
現
者
と
し
て
登
場
し
た
若
手
陶
芸
家
河

井
寛
次
郎
を
援
助
し
て
お
り
（
・
9
）
、
古
美
術
の
大
蒐
集
者
と
し
て
知
ら
れ
る
益
田
孝
（
鈍
翁
）
の
よ
う
に
近
代
工
芸
に
冷
淡
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
だ
け
に
茜
、
「
買
入
覚
」
に
近
代
の
工
芸
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
の
は
、
そ
の
事
自
体
が
一
つ
の
特
徴
と
も

い
い
得
る
。
鈍
翁
、
三
渓
と
岩
崎
、
細
川
の
工
芸
に
対
す
る
姿
勢
の
違
い
は
、
近
代
に
登
場
し
た
「
工
芸
」
に
対
す
る
認
識
が
世

代
間
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
美
意
識
の
世
代
間
の
相
違
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
渓
が
拘
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
近
年
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
唯
一
の
工
芸
家
に
藤
井
達
吉
（
明
治
六

年
・
一
八
七
三
－
昭
和
三
十
九
年
・
一
九
六
四
）
が
い
る
。
平
成
三
年
に
行
わ
れ
た
展
覧
会
に
よ
っ
て
、
近
代
工
芸
に
お
け
る
先

駆
者
と
し
て
初
め
て
光
が
当
ら
れ
た
。
七
宝
を
初
め
、
木
工
、
さ
ら
に
は
手
芸
の
普
及
活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
、
当
時
様
々

な
分
野
に
刺
激
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
漸
く
近
代
工
芸
史
に
位
置
付
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
帝
国
美
術
学
校
の
設
立
当
初
か
ら
図

案
科
の
教
授
も
勤
め
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
作
品
に
日
用
品
が
多
く
、
現
在
確
認

出
来
る
作
品
が
少
い
こ
と
、
諸
分
野
に
跨
る
活
動
を
し
た
た
め
、
研
究
の
細
分
化
が
進
ん
だ
現
在
の
美
術
史
研
究
者
に
と
っ
て
そ

の
全
体
像
が
み
え
に
く
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
故
郷
で
あ
る
愛
知
県
の
磁
場
産
業
の
育
成
に
尽
力
す
る
な
ど
、

常
に
軸
足
を
地
元
に
置
い
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
同
展
覧
会
で
は
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
藤
井
の
作
品
が
、
三
渓
の
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
S
家
に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
作
品
は
、
七
宝
や
螺
釦
な
ど
多
様
な
技
法
を
大
胆
に
駆
使
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
「
買
入
覚
」
に
は
、
「
藤
井
達
吉
　
書
棚
　
三
百
五
十
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
渓
と
の
拘
り
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
〔
a
）
、
こ
の
他
に
援
助
を
示
す
資
料
は
な
く
、
今
後
新
た
な
資
料
の
出
現
が
待
た
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
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御
舟
、
鶏
村
と
い
っ
た
前
衛
的
な
画
家
を
援
助
し
て
お
り
、
近
代
工
芸
に
も
関
心
が
向
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
藤
井
は

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
白
樺
派
の
作
家
た
ち
と
親
し
か
っ
た
善
一
郎
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
3
）
画
商
か
ら
の
購
入
－
日
本
画
市
場
の
成
立

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
援
助
と
し
て
の
作
品
購
入
と
は
別
に
、
画
商
か
ら
も
か
な
り
の
数
の
近
代
日
本
画
を
購
入
し
て
い
る
。

「
買
入
覚
」
の
記
載
で
は
「
若
杉
」
と
い
う
画
商
か
ら
、
大
正
七
年
を
頂
点
と
し
て
最
も
多
く
購
入
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
画

専
門
の
画
商
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
「
若
杉
」
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
三
漢
が
援

助
を
始
め
た
明
治
末
年
頃
か
ら
美
術
品
の
入
札
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
た
め
（
2
、
若
杉
が
日
本
画
を
専
門
に
扱
う

画
商
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
明
治
末
期
の
取
引
増
加
の
一
因
と
し
て
、
明
治
四
十
年
の
東
京
美
術
倶
楽
部
の
設
立
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
末
、
百
貨
店
が
画
廊
経
営
に
乗
り
出
し
た
時
期
と
、
先
の
美
術
商
が
新
画
販
売
に
乗
り
出
す
時
期

が
一
致
し
て
、
両
者
の
協
力
で
売
立
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
一
方
、
古
美
術
の
供
給
が
少
く
な
り
、
そ
の
結
果
新
画
の
価
格
も
上
り
、

大
正
末
に
は
江
戸
時
代
の
大
家
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
＾
怨
。
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
橋
本
雅
邦
、
川

端
玉
章
の
作
品
の
中
に
は
、
高
額
で
入
札
さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
（
ち
。
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
三
漢
が
同
時
代

美
術
の
蒐
集
と
保
護
を
本
格
化
し
た
明
治
末
期
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
画
の
市
場
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
こ
と

に
留
意
し
た
い
。
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お
わ
り
に
1
三
渓
の
近
代
美
術
史
上
の
位
置
付
け
ー

原三渓の美術家援助（三上　美和）

　
三
渓
が
投
資
を
目
的
と
し
て
打
算
的
に
援
助
し
た
、
と
い
う
見
方
も
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
現
実
的
に
み
れ
ば
、

三
渓
旧
蔵
の
主
な
近
代
美
術
品
は
、
三
渓
の
生
前
は
転
売
し
て
い
な
い
も
の
の
、
遺
産
と
い
う
可
能
性
を
残
す
た
め
、
そ
う
い
っ

た
批
判
も
否
定
出
来
な
い
。

　
ま
た
、
近
代
美
術
の
蒐
集
、
援
助
と
も
あ
る
一
時
期
集
中
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
購
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に

三
渓
の
蒐
集
、
援
助
行
為
が
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
近
代
美
術
を
愛
し
て
育
成
し
よ
う
と
い
っ
た
志
が
み
ら
れ
ず
、
パ

ト
ロ
ン
と
し
て
の
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
と
は
い
え
、
三
漢
の
援
助
無
し
に
は
彼
等
の
制
作
も
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
十
年
と
い
う
年
月
も

け
し
て
短
い
と
は
い
え
ず
、
三
渓
も
四
十
代
か
ら
五
十
代
に
か
け
、
近
代
美
術
作
品
の
蒐
集
と
育
成
に
深
く
拘
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。　

三
渓
の
保
護
し
た
画
家
達
の
中
に
は
、
三
漢
の
生
前
に
は
大
成
し
な
か
っ
た
も
の
も
お
り
、
三
渓
の
援
助
行
為
は
必
ず
し
も
見

返
り
を
期
待
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
三
渓
の
意
図
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
が
、
同
時
代
の
若

手
作
家
へ
の
投
資
は
、
古
美
術
よ
り
は
不
確
定
要
素
が
多
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
三
渓
が
介
入
し
て

い
っ
た
契
機
と
し
て
、
近
代
美
術
の
育
成
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
天
心
か
ら
の
要
請
、
同
時
期
の
日
本
画
の
市
場

性
の
高
ま
り
を
指
摘
し
た
。
「
買
入
覚
」
の
記
載
は
、
芸
術
の
援
助
者
と
し
て
の
従
来
の
三
渓
像
を
裏
付
け
る
資
料
と
い
う
以
上

に
、
近
代
美
術
の
蒐
集
と
援
助
の
分
ち
難
い
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
で
貴
重
で
あ
る
。

　
三
漢
の
抱
い
た
美
意
識
が
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
た
美
術
を
取
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り
巻
く
様
々
な
状
況
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
美
意
識
と
財
力
が
結
び
付
く
こ
と
に
よ
り
、
古
美
術
蒐
集
と

近
代
美
術
の
蒐
集
、
援
助
と
い
う
果
実
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
三
漢
を
初
め
と
し
た
同
時
代
美
術
の
蒐
集
家
達
は
、
蒐
集
作
品

の
最
初
の
享
受
者
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
制
作
さ
れ
た
当
時
の
社
会
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
美
意
識
と
密
接
に
拘
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
鑑
賞
者
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
は
、
制
作
者
の
意
図
と
同
様
、
作
品
解
釈
上
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

注
（
1
）

（
2
）

　
三
漢
の
伝
記
に
は
、
詳
細
な
『
原
三
漢
翁
伝
』
（
藤
本
實
也
、
稿
本
）
と
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
『
原
富
太
郎
』
（
森
本
宋
、
時
事

通
信
社
、
皿
九
六
四
年
）
が
あ
る
。
そ
の
後
『
三
渓
原
富
太
郎
』
（
白
崎
秀
雄
、
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
）
、
『
原
三
漢
物
語
』
（
新

井
恵
美
子
、
神
奈
川
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
書
か
れ
た
。
前
者
は
伝
記
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
著
者
に
よ
る
調
査
の
結
果
が

加
え
ら
れ
て
実
証
的
で
あ
る
。
後
者
は
原
家
入
籍
以
前
の
三
漢
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
、
ま
た
読
み
物
と
し
て
分
り
易
い
反
面
、

伝
承
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
注
意
を
要
す
る
。

　
「
買
入
覚
」
記
載
近
代
作
品
は
、
石
田
治
郎
に
よ
る
「
原
三
渓
翁
の
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
美
術
品
買
入
覚
』
か
ら
」
（
『
「
御

舟
．
青
樹
．
鶏
村
」
1
原
三
渓
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
ー
』
展
図
録
、
三
渓
園
保
勝
会
、
一
九
九
一
年
）
で
初
め
て
詳
細
に
検
討
さ
れ

た
。　

院
展
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
原
三
渓
と
院
展
の
作
家
」
（
石
田
、
川
幡
留
司
共
著
、
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
第
四
巻
、
日
本
美

術
院
百
年
史
編
纂
室
、
一
九
九
四
年
）
で
主
な
資
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
石
田
前
掲
論
文
、
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
－
原
三
渓
の
美
術
蒐
集
記
録
『
美
術
品
買
入
覚
』
に
見
る
近
代
美
術

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、
拙
稿
「
原
三
渓
の
美
術
蒐
集
記
録

『
美
術
品
買
入
覚
』
に
見
る
古
美
術
蒐
集
品
の
変
遷
と
そ
の
背
景
」
（
『
哲
学
会
誌
』
第
二
十
八
号
、
学
習
院
大
学
哲
学
会
、
二
〇
〇

四
年
）
参
照
。
な
お
、
拙
稿
前
者
で
は
、
橋
本
雅
邦
、
菱
田
春
草
の
作
品
が
と
り
わ
け
高
額
で
没
後
に
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

三
渓
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
援
助
と
無
関
係
に
、
つ
ま
り
蒐
集
対
象
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
近
代
美
術
の
蒐
集
家
と

い
う
新
た
な
一
面
を
提
示
し
た
。
ま
た
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
一
時
期
、
大
観
の
有
力
な
蒐
集
家
、
援
助
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
資
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料
か
ら
明
示
し
た
。
後
者
で
は
、
や
は
り
同
資
料
の
分
析
に
よ
り
、
三
渓
が
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
流
行
し
た
文
人
趣
味
、

仏
教
美
術
の
近
代
に
お
け
る
再
評
価
と
い
う
同
時
代
の
美
意
識
に
大
き
馨
影
響
を
受
け
て
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
三
漢
の
研
究
史
及
び
履
歴
の
問
題
点
は
、
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
参
照
。

　
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
日
本
の
美
術
史
研
究
が
作
品
の
調
査
及
び
研
究
が
中
心
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
研
究
者
に
芸
術
家
の
主
体
性

を
尊
重
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
日
佐
失
『
日
本
美
術
の
演
出
者
ー
パ
ト
ロ
ン
の
系
譜
』
駿
々
堂
、
改
訂

版
、
一
九
九
〇
年
、
十
九
頁
）
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
近
代
以
降
に
な
さ
れ
た
美
術
史
研
究
が
、
文
化
財
保
護
を
目
的
と
す
る
古
美

術
の
調
査
、
研
究
を
基
礎
に
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
、
十
四
頁
）
。
な
お
、
近
代
に
お
け
る
美
術
蒐
集
家
に
つ
い
て
は
『
美
術
品
移
動
史
』
（
田
中
日
佐
夫
、
日
本
経

済
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
が
、
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
幅
広
く
取
り
上
げ
て
あ
り
、
基
本
文
献
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
時
代
の
骨
董
業

界
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
市
場
史
』
（
瀬
木
慎
一
、
東
京
美
術
倶
楽
部
編
、
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
七
九
年
）
に
詳
し
い
。

　
佐
藤
道
信
「
明
治
美
術
と
美
術
行
政
」
（
佐
藤
前
掲
書
第
一
部
第
一
章
）
参
照
。

　
帝
室
技
芸
員
制
度
は
、
明
治
二
十
一
年
、
旧
派
系
と
さ
れ
る
日
本
美
術
協
会
に
よ
る
工
芸
家
の
優
遇
保
護
の
上
申
に
よ
り
、
同
年

宮
内
省
内
に
設
置
さ
れ
た
工
芸
員
の
制
度
が
発
展
し
、
同
省
に
明
治
二
十
三
年
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
佐
藤
前
掲
書
、
三
十
四

頁
ー
五
頁
）
。

　
皇
室
と
宮
内
省
の
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
た
蒐
集
品
は
、
「
献
上
」
、
「
買
上
」
、
「
下
命
」
に
よ
る
も
の
が
主
体
で
あ
り
、

献
上
は
現
在
貴
重
な
作
例
の
保
存
に
、
買
上
は
当
時
の
工
芸
家
の
地
位
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
熊

敏
之
「
明
治
美
術
と
皇
室
、
宮
内
省
」
『
明
治
美
術
再
見
1
』
展
図
録
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
一
九
九
五
年
、
七
頁
）
。
な
お
、

皇
室
及
び
宮
内
省
に
よ
る
同
時
代
美
術
の
蒐
集
と
保
存
の
実
態
は
、
近
年
同
館
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
。

　
玉
贔
敏
子
「
静
嘉
堂
の
近
代
美
術
」
（
『
岩
崎
彌
之
助
・
小
彌
太
蒐
集
日
本
の
近
代
美
術
展
』
図
録
、
静
嘉
堂
文
庫
、
一
九
九
三

年
）
。

　
『
萬
朝
報
』
明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
二
日
。

　
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
、
四
頁
。

　
再
興
第
十
三
回
院
展
に
出
品
さ
れ
、
西
陣
の
機
屋
を
訪
れ
た
際
の
印
象
を
描
い
た
も
の
で
、
古
径
は
機
そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た
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（
1
2
）

（
1
3
）

（15
）

（14
）

と
い
う
（
『
近
代
日
本
美
術
の
軌
跡
』
展
図
録
掲
載
作
品
解
説
、
東
博
、
一
九
九
八
年
）
。
本
作
品
は
東
博
の
台
帳
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

原
家
か
ら
購
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
竹
内
栖
鳳
筆
「
富
士
川
大
勝
図
」
、
川
合
玉
堂
筆
「
深
川
濃
霧
」
も
原
家
か
ら
東
博
へ
売
却
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
佐
藤
朝
山

作
「
聖
徳
太
子
像
」
（
東
博
蔵
）
が
「
買
入
覚
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
木
村
武
山
、
小
野
竹
橋
、
大
智
勝
観
、
狩
野
芳
崖
、
黒

田
清
輝
の
作
品
も
、
作
品
の
特
定
は
出
来
な
い
が
蔵
帖
の
み
に
記
載
が
あ
る
。

　
『
日
本
美
術
年
鑑
大
正
元
年
』
（
第
一
回
展
－
第
五
回
展
）
、
『
日
本
美
術
年
鑑
大
正
二
年
』
（
第
六
回
展
、
以
下
『
年
鑑
』
と
略
す
。

上
記
に
二
冊
は
い
ず
れ
も
復
刻
版
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
）
に
記
載
さ
れ
た
、
第
一
回
か
ら
六
回
ま
で
の
文
展
出
品
作
品
の

価
格
と
「
買
入
覚
」
の
記
載
（
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
巻
末
資
料
①
「
『
美
術
品
買
入
覚
』
よ
り
近
代
美
術
品
売

買
記
録
抜
粋
」
）
を
比
較
し
た
。

　
第
一
回
文
展
で
は
「
買
入
覚
」
に
菱
田
春
草
「
賢
首
菩
薩
」
の
記
載
が
あ
っ
た
。
本
作
品
は
三
渓
に
よ
り
明
治
四
十
一
年
に
百
円

で
購
入
さ
れ
て
い
る
が
、
『
年
鑑
』
に
は
三
百
五
十
円
の
記
載
が
あ
る
（
石
田
前
掲
資
料
で
は
四
十
二
年
で
あ
る
が
「
買
入
覚
」
の

記
載
は
四
十
一
年
で
あ
る
）
。
こ
の
展
覧
会
で
結
局
売
約
と
な
ら
ず
天
心
が
買
い
取
り
、
三
漢
に
百
円
で
無
理
矢
理
押
し
付
け
た
と

い
う
挿
話
（
小
高
根
太
郎
「
菱
田
春
草
1
そ
の
生
涯
と
作
品
」
菱
田
春
失
編
『
菱
田
春
草
』
大
日
本
絵
画
工
芸
、
一
九
七
六
年
、
四

十
三
頁
）
が
資
料
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
。

　
第
五
回
展
で
は
、
以
下
の
四
点
の
記
載
が
あ
る
。
今
村
紫
紅
筆
「
護
花
鈴
」
は
「
買
入
覚
」
に
は
五
百
円
、
『
年
鑑
』
で
は
千
円

と
記
載
さ
れ
、
「
買
入
覚
」
の
価
格
の
ほ
う
が
低
い
。
ま
た
、
橋
本
静
水
筆
＝
休
」
（
東
博
蔵
V
は
「
買
入
覚
」
で
は
二
百
円
、

『
年
鑑
』
で
は
百
円
で
あ
り
、
反
対
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
前
田
青
邨
筆
「
竹
取
翁
」
（
東
博
蔵
）
百
円
、
新
井
寛
方
筆
「
竹
林
の
聴

法
」
（
東
博
蔵
）
の
二
百
円
は
↓
致
し
て
い
た
。

　
第
六
回
展
で
は
、
前
田
青
邨
筆
「
御
輿
振
」
（
東
博
蔵
）
、
紫
紅
筆
「
近
江
八
景
」
（
重
要
文
化
財
、
東
博
蔵
）
、
大
観
筆
「
瀟
湘
八

景
」
（
重
要
文
化
財
、
東
博
蔵
）
、
小
林
古
径
筆
「
極
楽
の
井
」
、
安
田
靱
彦
筆
「
夢
殿
」
（
東
博
蔵
）
が
「
買
入
覚
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
『
年
鑑
』
で
は
「
非
買
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
価
格
は
確
認
出
来
な
い
。

　
岡
倉
天
心
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
七
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、
九
十
三
頁
ー
九
十
四
頁
。

　
静
水
と
三
漢
の
拘
り
に
つ
い
て
は
、
天
心
と
三
漢
の
関
係
を
つ
な
ぐ
使
者
と
い
う
位
置
付
け
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
（
竹
田
道
太
郎
『
近
代
日
本
画
を
育
て
た
豪
商
原
三
渓
』
有
隣
堂
、
一
九
七
七
年
、
六
十
二
頁
）
。
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明
治
四
十
四
年
九
月
二
十
六
日
付
天
心
よ
り
下
村
観
山
宛
て
書
簡
（
岡
倉
前
掲
書
、
入
十
四
頁
－
八
十
五
頁
）
。

　
「
桃
に
鳩
」
は
現
在
大
倉
集
古
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
大
倉
集
古
館
編
『
昭
和
五
年
・
ロ
ー
マ
開
催
日
本
美
術
展
覧
会
の
回
想
』

大
倉
文
化
財
団
、
一
九
七
七
年
）
。
本
作
品
は
、
青
々
と
し
た
葉
を
付
け
た
枝
に
と
ま
る
二
羽
の
鳩
を
丹
念
に
描
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
画
に
は
み
ら
れ
な
い
陰
影
が
施
さ
れ
、
速
水
御
舟
や
小
茂
田
青
樹
の
大
正
期
の
作
風
と
共
通
し
て
い
る
。
本

作
品
は
静
水
の
後
期
の
作
風
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
『
日
本
美
術
』
百
五
十
五
号
、
明
治
四
十
五
年
一
月
、
三
十
五
頁
。

　
斎
藤
隆
三
『
日
本
美
術
院
史
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
四
年
、
百
七
十
三
頁
－
百
七
十
四
頁
。

　
「
平
櫛
田
中
君
談
」
斎
藤
前
掲
書
、
百
八
十
六
頁
。

　
牛
田
鶏
村
「
原
三
渓
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
」
『
神
奈
川
史
談
』
第
二
号
、
一
九
六
一
年
、
四
十
五
頁
。

　
「
買
入
覚
」
五
巻
十
九
頁
。

　
横
浜
市
か
ら
三
渓
園
保
勝
会
へ
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
伊
達
政
宗
」
は
原
家
か
ら
横
浜
市
へ
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
他
に
今

村
紫
紅
筆
「
平
親
王
」
、
「
沙
魚
」
、
「
近
江
八
景
」
（
下
図
、
八
面
一
組
）
、
「
熱
国
の
巻
」
（
下
図
、
一
巻
）
、
下
村
観
山
筆
「
ナ
イ

ト
・
エ
ラ
ン
ト
」
、
「
弱
法
師
」
（
双
幅
）
、
「
魚
藍
観
音
」
、
「
ペ
ル
リ
提
督
横
浜
上
陸
の
図
」
の
絵
画
の
他
、
「
桃
山
史
料
」
十
一
点
が

譲
渡
さ
れ
た
。
本
資
料
は
石
田
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

　
「
護
花
鈴
」
が
援
助
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
記
載
は
、
『
日
本
美
術
』
百
五
十
五
号
、
］
九
一
二
年
一
月
、
三
十
四
頁
、
藤
懸

静
也
「
今
村
紫
紅
」
（
『
美
術
画
報
』
第
四
百
六
十
八
号
、
一
九
一
六
年
、
百
十
五
頁
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
の
三
漢
の
援
助
に
つ

い
て
は
『
美
術
新
報
』
第
十
一
巻
三
号
（
一
九
一
二
年
一
月
、
三
十
頁
）
、
『
多
都
美
』
第
六
巻
第
一
号
（
同
年
一
月
、
九
頁
）
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
か
な
り
評
判
に
な
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　
「
臨
春
閣
」
が
、
利
休
の
設
計
意
匠
と
伝
え
ら
れ
、
秀
吉
に
よ
り
聚
楽
邸
北
殿
付
近
に
建
立
さ
れ
た
別
邸
の
遺
構
で
、
聚
楽
第
が

取
り
壊
さ
れ
た
後
、
伏
見
城
に
移
築
、
将
軍
秀
忠
に
よ
り
紀
州
侯
に
下
賜
さ
れ
、
更
に
紀
州
侯
か
ら
泉
州
堺
商
人
飯
野
氏
に
与
え
ら

れ
、
そ
の
後
清
見
氏
の
手
に
渡
っ
た
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
、
と
い
う
説
（
『
国
宝
建
造
物
』
第
一
期
第
四
輯
（
服
部
勝
吉
、
国
宝

建
造
物
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
、
四
十
三
頁
－
五
十
一
頁
）
。
『
重
要
文
化
財
三
渓
園
内
建
造
物
臨
春
閣
、
春
草
薦
、
天
瑞
院
寿
塔
修

理
工
事
報
告
書
』
（
三
渓
園
重
要
文
化
財
修
理
実
施
委
員
会
、
一
九
五
七
年
）
に
よ
る
と
、
修
理
後
の
見
解
と
し
て
桃
山
遺
構
と
い

う
説
は
否
定
さ
れ
る
が
、
紀
州
侯
か
ら
堺
商
人
に
下
賜
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
臨
春
閣
」
が
秀
吉
ゆ
か
り
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の
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
同
報
告
書
に
よ
る
と
服
部
勝
吉
説
（
前
掲
∀
が
定
説
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
『
国
宝

建
造
物
』
の
刊
行
は
昭
和
八
年
で
あ
り
、
文
面
か
ら
同
書
の
説
が
定
説
化
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
服
部
は
三
漢
が
購
入
し
た
当
初
の

伝
承
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
だ
け
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
伝
承
の
時
期
は
遡
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
現
在
三
渓
園
と
称
さ
れ
る
一
群
の
歴
史
的
建
造
物
を
含
む
庭
園
は
、
戦
後
原
家
か
ら
横
浜
市
に
土
地
を
譲
渡
さ
れ
た
際
に

寄
贈
さ
れ
た
建
築
物
を
含
め
て
横
浜
市
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
三
渓
園
保
勝
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
戦
前
の
原
三
渓
が
建
て
た
三
渓
園
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
紫
紅
が
「
護
花
鈴
」
を
制
作
す
る
際
、
「
花
下
遊
楽
図
」
を
参
照
し
た
と
い
う
説
は
以
下
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
河
北
倫
明
編
『
今
村
紫
紅
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
五
年

　
　
『
紫
紅
と
靱
彦
』
展
図
録
、
横
浜
市
美
術
館
、
一
九
九
五
年

　
　
『
日
本
美
術
院
創
立
百
周
年
記
念
特
別
展
近
代
日
本
美
術
の
軌
跡
』
展
図
録
、
東
博
、
一
九
九
八
年

　
な
お
、
本
作
品
に
み
ら
れ
る
桃
山
美
術
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
村
紫
紅
「
思
ひ
の
草
々
」
『
多
都
美
』
第
五
巻
第
十
七
号
、
一
九
＝
年
十
二
月
五
日
、
四
頁
。

　
牛
田
鶏
村
「
原
三
渓
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
」
牛
田
前
掲
書
、
四
頁
。

　
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
資
料
③
「
三
漢
旧
蔵
近
代
美
術
品
作
家
別
比
較
表
」
参
照
。
紫
紅
の
購
入
金
額
数
は
大

観
、
観
山
、
雅
邦
、
春
草
、
鉄
斎
、
古
径
に
次
い
で
七
番
目
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
「
松
風
閣
蔵
品
」
（
「
高
津
宮
浪
速
津
双
幅
」
と
記
載
）
、
「
大
正
十
三
年
春
正
月
清
風
居
鑑
蔵
」
（
「
斎
津
宮
浪
速
津
双
幅
」
と
記
載
）

の
二
冊
の
蔵
帳
に
記
載
が
あ
っ
た
。

　
『
美
術
画
報
』
（
第
三
十
九
編
第
八
、
百
六
十
九
号
、
一
九
一
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
今
村
紫
紅
追
悼
展
覧
会
」
の
展
観
目

録
で
は
「
沙
魚
」
は
渡
邊
六
郎
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
日
本
美
術
院
再
興
記
念
展
覧
会
出
品
図
録
』
（
大
正
三
年
十
月
）
に
三
漢
自
身
が
書
き
込
ん
だ
「
熱
国
の
巻
」
の
感
想
（
三
渓
園

保
勝
会
蔵
）
に
よ
る
。
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
箇
条
書
き
に
し
て
感
想
を
述
べ
た
部
分
は
他
に
な
く
、

三
渓
に
と
っ
て
か
な
り
強
烈
な
印
象
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

64

此
巻
は
三
渓
山
所
有
に
候
　
此
熱
国
の
巻
は
紫
紅
君
南
国
遠
遊
の
み
や
げ
に
て
　
上
下
二
巻
非
常
の
努
力
の
作
に
候



然
る
に
小
生
は
此
は
紫
紅
君
一
代
の
悪
作
に
し
て
脱
線
の
甚
敷
も
の
と
存
知
候
　
大
観
　
観
山
安
田
　
平
櫛
内
藤
伸

何
人
も
小
生
と
同
論
に
候

一
　
色
彩
の
猛
烈
に
赤
色
な
る
は
火
事
の
如
く
候
　
余
り
狂
に
候
　
人
は
線
香
の
包
紙
に
類
す
る
か
故
に
線
香
と
呼
ひ
候

一
　
余
り
広
き
大
き
な
る
長
き
南
国
の
景
色
を
　
一
時
に
此
巻
に
入
れ
ん
と
望
み
た
る
た
め
恰
も
風
俗
の
錦
絵
の
如
く
描
写
細

　
　
密
に
過
き
　
繊
弱
に
陥
り
却
て
雄
大
熱
烈
の
気
を
失
し
候

一
　
浪
の
不
調
和
可
驚
候
　
小
生
は
支
那
の
繍
物
模
様
か
支
那
の
蒔
絵
の
様
に
感
す
る
外
は
何
物
も
不
感
候

　
　
此
か
三
渓
の
宝
庫
に
来
る
こ
と
は
余
り
気
持
ち
好
か
ら
す
候
　
三
渓
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三
渓
の
援
助
が
作
品
の
購
入
金
額
に
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
大
正
初
期
の
紫
紅
作
品
の
購
入
価
格

の
正
確
な
資
料
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
は
未
確
認
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
矢
代
幸
雄
『
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
』
岩
波
書
店
、
｝
九
五
八
年
、
百
八
十
二
頁
。
な
お
、
中
村
渓
男
は
本
書
と
同
］
の
話
を
安
田
靱

彦
か
ら
直
接
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
中
村
『
今
村
紫
紅
』
有
隣
堂
、
一
九
九
四
年
、
百
七
十
四
頁
ー
百
七
十
五
頁
）
。

　
中
村
前
掲
書
、
八
十
三
頁
。

　
靱
彦
が
三
漢
の
援
助
を
受
け
た
期
間
の
作
風
は
、
研
鑛
期
を
経
て
自
己
の
作
風
を
確
立
し
た
時
期
と
さ
れ
て
お
り
、
画
題
に
は
歴

史
主
題
が
多
く
、
桃
山
時
代
の
主
題
は
、
ほ
と
ん
ど
が
曲
豆
臣
秀
吉
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
「
画
題
の
変
遷
－
安
田
靱
彦
の
歴
史
画

を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
安
田
靱
彦
－
歴
史
画
の
魅
力
展
』
図
録
、
平
塚
市
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
）
。

　
古
径
の
初
期
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
異
端
」
（
大
正
三
年
、
第
一
回
再
興
院
展
、
東
博
）
は
、
三
漢
の
援
助
期
間
中
に
制

作
さ
れ
、
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
、
近
世
初
期
風
俗
画
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
神
林
淳
子
「
小
林
古

径
作
《
異
端
》
に
関
す
る
一
考
察
ー
古
典
修
学
の
様
相
と
主
題
解
釈
を
中
心
に
ー
」
（
『
美
術
史
』
百
四
十
二
、
美
術
史
学
会
、
一
九

九
七
年
）
。
本
作
品
を
三
漢
自
身
も
激
賞
し
て
お
り
（
注
（
4
0
）
参
照
）
こ
う
し
た
作
風
と
三
漢
の
美
意
識
は
重
な
る
部
分
が
多
い
。

　
小
林
古
径
「
原
三
渓
翁
を
偲
ぶ
」
『
日
本
之
茶
道
』
第
五
巻
第
十
号
、
一
九
三
九
年
十
月
。

　
＝
槌
庵
茶
会
記
」
記
載
。

　
「
買
入
覚
」
四
巻
二
十
七
頁
－
八
十
二
頁
、
同
五
巻
七
頁
－
七
十
六
頁
、
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
資
料
①
「
『
美

術
品
買
入
覚
』
よ
り
近
代
美
術
品
売
買
記
録
抜
粋
」
。
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靱
彦
は
、
「
四
十
四
年
の
十
二
月
か
ら
、
紫
紅
と
私
は
天
心
先
生
の
肝
煎
で
横
浜
の
原
家
の
援
助
を
受
け
る
事
に
な
り
、
小
田
原

に
二
軒
の
居
を
構
え
た
。
」
と
記
し
て
い
る
（
「
今
村
紫
紅
の
こ
と
」
『
三
彩
』
第
三
十
一
号
、
一
九
四
九
年
）
。

　
『
日
本
美
術
院
再
興
記
念
展
覧
会
出
品
図
録
』
中
の
書
き
込
み
（
前
掲
）
で
、
古
径
の
「
異
端
」
に
つ
い
て
は
靱
彦
の
「
夢
殿
」

に
次
ぐ
作
品
と
し
て
「
大
正
時
代
の
大
作
品
の
一
と
な
る
可
し
と
信
し
申
し
候
。
」
と
賛
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
青
邨
の
「
湯
治

場
」
に
つ
い
て
は
「
一
新
驚
く
可
き
の
現
状
に
候
、
湯
治
場
三
幅
封
は
三
渓
に
来
る
可
く
候
」
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
靱
彦
の

「
御
産
の
祷
」
に
つ
い
て
は
「
夢
殿
」
に
比
べ
れ
ば
普
通
で
あ
り
、
顔
の
表
情
に
乏
し
い
こ
と
な
ど
を
惜
し
む
、
と
し
て
お
り
、
多

少
不
満
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の
作
品
に
み
る
よ
う
な
「
落
第
」
と
い
っ
た
強
い
非
難
の
口
調
で
は
な
い
。

　
御
舟
の
次
女
で
あ
る
吉
田
和
子
が
昭
和
四
十
八
年
、
鶏
村
に
直
接
取
材
し
た
と
い
う
（
倉
本
妙
子
『
速
水
御
舟
の
芸
術
』
（
日
本

経
済
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
二
百
二
十
四
頁
の
注
（
4
2
）
参
照
）
。

　
ま
た
、
『
日
本
美
術
』
（
大
正
二
年
三
月
百
六
十
九
号
）
に
は
、
「
牛
田
仰
府
氏
（
も
と
鶏
村
）
は
今
度
原
氏
の
奨
励
資
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　
「
文
展
概
観
原
富
太
郎
」
（
牛
田
敏
郎
「
父
、
牛
田
鶏
村
に
つ
い
て
」
『
明
治
美
術
研
究
学
会
第
一
．
｝
十
四
回
研
究
報
告
』
）
。

　
三
漢
は
鶏
村
の
「
町
三
趣
」
に
つ
い
て
、
「
此
は
日
本
画
全
体
を
通
じ
て
勿
論
場
中
の
白
眉
で
あ
る
。
町
と
い
ふ
寧
ろ
鄙
俗
な
物

を
捉
へ
て
如
何
に
も
清
新
の
感
を
起
さ
せ
る
様
に
取
扱
つ
た
君
の
画
は
極
め
て
濁
り
の
な
い
灰
汁
の
抜
け
た
絵
で
あ
る
。
高
い
格
調

の
あ
る
絵
で
我
輩
は
三
幅
の
内
「
夕
べ
」
を
一
番
に
好
い
た
。
（
中
略
）
勿
論
我
輩
は
此
三
幅
を
措
て
他
に
親
し
む
べ
き
も
の
は
な

い
と
信
じ
た
。
」
と
語
り
、
そ
の
後
続
け
て
竹
内
栖
鳳
の
「
悪
画
」
（
「
絵
に
な
る
最
初
」
）
と
鶏
村
の
「
善
画
」
を
並
べ
る
の
は
、

「
悪
画
」
に
と
っ
て
気
の
毒
だ
、
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　
本
資
料
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
本
資
料
は
牛
田
ユ
リ
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
拝
見
し
た
。

　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
五
日
付
の
書
簡
。
そ
の
内
容
は
同
年
に
出
さ
れ
た
『
三
渓
画
集
』
第
二
輯
二
巻
、
三
巻
の
返

礼
と
感
想
で
、
数
枚
に
渡
っ
て
三
渓
の
絵
に
つ
い
て
事
細
か
に
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　
前
掲
（
4
2
）
牛
田
論
文
に
よ
る
と
、
戦
後
の
原
家
か
ら
の
依
頼
を
、
昭
和
二
十
二
年
の
再
興
第
三
十
二
回
展
と
推
測
し
て
い
る
。

鶏
村
は
、
原
家
が
戦
時
中
疎
開
し
た
群
馬
県
高
崎
の
奥
の
山
村
を
記
念
に
絵
に
残
す
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。
内
容
は
、
深
山
の
描
写
よ

り
、
昼
夜
の
時
間
と
場
所
の
推
移
を
描
き
な
が
ら
、
最
後
は
桐
の
花
に
か
す
む
高
崎
の
町
を
遠
望
す
る
所
で
終
る
長
巻
で
あ
り
、
鶏

村
の
良
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
論
文
で
は
そ
の
一
部
分
を
戦
後
第
二
回
再
興
院
展
（
一
九
四
七
年
）
に
出
品
し
た
と
推
測
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し
て
い
る
が
、
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
第
八
巻
掲
載
資
料
に
よ
る
と
再
興
第
三
十
一
回
院
展
（
一
九
四
六
年
）
に
「
山
澗
所
々
」

が
出
品
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
同
氏
に
よ
る
と
、
「
昭
和
二
十
三
年
こ
ろ
か
ら
の
鶏
村
は
、
京
舞
な
ど
の
舞
台
美
術
を
仕
事
に
、
気
楽
に
日
々
を
過
ご
す
身

と
な
り
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
鶏
村
が
晩
年
は
院
展
な
ど
の
展
覧
会
や
画
壇
と
離
れ
て
い
た
と
い
う
（
「
父
・
牛
田
鶏
村
」

『
反
骨
の
画
家
牛
田
鶏
村
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
二
年
）
。

　
伊
東
深
水
「
初
期
以
来
の
感
銘
作
」
（
『
美
之
国
』
十
一
巻
五
号
、
一
九
三
五
年
）
。

　
『
日
本
美
術
院
再
興
記
念
展
覧
会
出
品
図
録
』
（
前
掲
）
に
よ
る
と
、
小
杉
未
醒
の
「
飲
馬
」
に
つ
い
て
、
「
未
醒
の
此
馬
は
品
格

高
調
に
し
て
色
調
も
優
美
に
し
て
甚
好
む
も
の
也
　
価
格
五
百
円
也
　
善
一
郎
の
忠
告
の
為
め
に
買
入
は
見
合
せ
た
り
」
と
記
し
て

お
り
、
気
に
入
っ
た
作
品
で
も
善
一
郎
の
同
意
が
な
か
っ
た
た
め
買
入
れ
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

　
『
日
本
美
術
院
再
興
記
念
展
覧
会
出
品
図
録
』
（
前
掲
）
の
速
水
御
舟
「
近
村
」
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
よ
り
。

　
古
田
亮
「
速
水
御
舟
筆
『
京
の
舞
妓
』
に
つ
い
て
i
修
復
を
終
え
て
ー
」
（
『
M
U
S
E
U
M
』
五
百
十
八
号
、
一
九
九
四
年
五

月
）
。

　
濱
中
真
治
は
青
樹
の
作
風
を
「
修
学
時
代
か
ら
赤
曜
会
時
代
」
（
一
九
〇
八
ー
一
六
）
、
「
狭
山
・
川
越
・
松
江
時
代
」
（
一
九
一
七

－
二
四
）
、
「
荻
窪
時
代
」
（
一
九
二
四
－
三
二
）
の
三
期
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
三
漢
の
援
助
は
初
期
の
修
学
時
代
に

当
っ
て
い
る
（
濱
中
「
小
茂
田
青
樹
と
そ
の
画
業
」
、
『
開
館
一
周
年
記
念
・
没
後
七
十
年
小
茂
田
青
樹
展
』
図
録
、
川
越
市
美
術

館
、
二
〇
〇
三
年
）
。
青
樹
は
こ
の
時
期
大
観
、
春
草
の
影
響
を
受
け
た
作
品
を
制
作
し
て
い
る
（
土
岐
美
由
紀
「
小
茂
田
青
樹

《
月
あ
か
り
／
野
趣
四
題
》
に
つ
い
て
」
（
『
紀
要
一
九
九
四
－
九
五
＝
。
莫
ρ
乙
。
〉
ニ
ョ
島
。
⊆
∋
ω
言
巳
。
°
・
』
北
海
道
立
近
代
美
術
館
他
、

一
九
九
五
年
）
。

　
石
田
、
川
留
前
掲
資
料
「
原
三
渓
関
係
年
譜
、
関
係
資
料
」
参
照
。

　
前
掲
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
参
照
。

　
三
漢
に
よ
る
田
中
ら
木
彫
家
へ
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
「
原
三
渓
と
近
代
彫
刻
」
（
林
サ
エ
、
『
近
代
日
本
画
の
あ
け
ぼ
の
展
』
、
横

浜
高
島
屋
、
一
九
八
七
年
）
が
最
も
詳
し
い
。
天
心
の
日
本
彫
刻
会
の
尽
力
と
そ
れ
へ
の
三
渓
の
共
鳴
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
日

本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
参
照
。

　
「
買
入
覚
」
の
記
載
と
実
作
品
の
比
定
は
以
下
の
通
り
（
初
め
に
「
買
入
覚
」
の
記
載
作
品
名
、
括
弧
内
が
推
定
作
品
）
。
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（
騒
V

（
5
5
）

　
明
治
四
十
四
年
米
原
雲
海
「
竹
取
翁
」
（
「
竹
取
翁
」
第
二
回
日
本
彫
刻
会
、
第
四
回
文
展
、
明
治
四
十
三
年
）
、
「
推
敲
木
彫
」

（
御
用
品
、
日
本
美
術
協
会
、
明
治
四
十
一
年
）
、
「
月
」
（
「
月
」
第
一
回
日
本
彫
刻
会
）
、
「
専
念
像
」
（
「
専
念
」
第
三
回
日
本
彫
刻

会
、
明
治
四
十
四
年
）
、
「
山
涛
」
（
「
竹
林
の
山
涛
」
第
三
回
日
本
彫
刻
会
）
、
平
櫛
田
中
「
法
道
二
笑
」
（
「
法
堂
二
笑
」
第
二
回
日

本
彫
刻
会
、
明
治
四
十
三
年
）
、
大
正
元
年
田
中
「
寒
山
拾
得
維
摩
」
（
「
維
摩
一
黙
」
か
、
第
三
回
日
本
彫
刻
会
、
第
六
回
文
展
、

大
正
元
年
）
、
内
藤
伸
「
平
家
少
女
」
（
「
藤
原
時
代
の
少
女
」
か
、
第
四
回
日
本
彫
刻
会
、
第
六
回
文
展
、
大
正
元
年
）
、
朝
雲
「
牛
」

（「

�
c
の
乳
」
（
供
養
の
乳
）
か
、
第
四
回
日
本
彫
刻
会
、
第
六
回
文
展
）
、
石
元
暁
海
「
思
ひ
」
（
「
お
も
ひ
」
第
四
回
日
本
彫
刻
会
）
、

大
正
二
年
田
中
「
仙
人
木
彫
」
（
「
灰
袋
子
」
（
第
五
回
日
本
彫
刻
会
、
大
正
三
年
或
い
は
「
森
の
書
」
再
興
第
四
回
院
展
、
大
正
六

年
、
東
博
蔵
）
、
吉
田
白
嶺
「
寂
静
木
彫
」
（
「
寂
静
」
第
五
回
日
本
彫
刻
会
、
第
七
回
文
展
）
、
内
藤
伸
「
菓
実
彫
刻
」
（
「
木
の
実
」

第
五
回
日
本
彫
刻
会
、
第
七
回
文
展
）
、
大
正
三
年
内
藤
「
太
子
彫
刻
」
（
不
明
）
、
吉
田
「
印
度
婦
人
三
人
」
（
不
明
）
、
佐
藤
「
悉

達
太
子
密
教
徒
二
体
」
（
「
密
教
徒
」
東
京
大
正
博
覧
会
、
大
正
三
年
）
、
「
魔
」
（
「
呪
証
」
か
、
再
興
第
一
回
院
展
、
大
正
三
年
）
、

内
藤
「
山
上
」
（
「
山
上
」
再
興
第
一
回
院
展
、
大
正
三
年
）
、
田
中
「
木
に
よ
り
て
」
（
「
樹
に
衙
り
て
」
第
一
回
再
興
院
展
、
東
博

蔵
）
、
佐
藤
「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
」
（
注
（
5
6
）
参
照
）
、
田
中
「
烏
有
仙
人
」
（
「
烏
有
先
生
像
」
再
興
第
六
回
院
展
、
大
正
八
年
、
東

博
蔵
）
。

　
さ
ら
に
、
蔵
帳
の
一
冊
「
松
風
閣
蔵
品
」
に
は
、
朝
山
作
「
呪
」
（
「
呪
誼
」
か
、
再
興
第
一
回
院
展
、
東
博
蔵
）
、
「
聖
徳
太
子
」

（「

ｹ
徳
太
子
像
」
東
博
蔵
）
、
田
中
「
降
魔
」
（
再
興
第
八
回
院
展
、
大
正
十
一
年
、
注
（
騒
）
参
照
∀
、
「
娑
婆
仙
人
」
（
不
明
）
、

「
森
の
仙
人
」
「
森
の
書
」
（
前
掲
）
、
「
烏
有
仙
人
」
、
内
藤
「
山
上
」
、
朝
雲
「
霊
照
女
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
佐
藤
「
呪
」
、

田
中
「
降
魔
」
、
「
娑
婆
仙
人
」
、
朝
雲
「
霊
照
女
」
（
不
明
）
は
、
「
買
入
覚
」
に
記
載
が
な
い
。
各
作
品
の
価
格
は
前
掲
拙
稿
「
日

本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
」
参
照
。
記
載
作
品
と
実
作
品
の
比
定
で
は
、
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
助
手
の
沓
沢
耕
介
氏
に

御
教
示
い
た
だ
い
た
。

　
林
勢
珊
文
で
は
三
渓
所
蔵
の
古
美
術
を
矢
代
幸
雄
が
写
し
た
と
さ
れ
る
蔵
品
メ
モ
を
参
照
し
、
作
品
の
比
定
を
行
っ
て
お
り
、
田
中

作
「
降
魔
」
の
記
載
か
ら
、
こ
の
メ
モ
の
年
代
の
下
限
を
決
め
て
い
る
。
し
か
し
院
展
出
品
作
と
し
て
知
ら
れ
る
「
降
魔
」
（
小
平

市
平
櫛
田
中
館
蔵
、
再
興
第
八
回
院
展
、
大
正
十
年
）
は
、
以
前
か
ら
田
中
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
原
家
旧
蔵
品
と
は
別

作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
小
平
市
平
櫛
田
中
館
の
御
教
示
に
よ
る
）
、
メ
モ
の
年
代
は
特
定
出
来
な
い
。

　
小
平
市
平
櫛
田
中
館
の
御
教
示
に
よ
る
。
筆
者
は
中
村
傅
三
郎
『
明
治
の
彫
塑
』
（
文
彩
社
、
一
九
九
一
年
、
八
十
九
頁
）
に
掲
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載
さ
れ
た
写
真
で
確
認
し
た
。
ま
た
同
館
に
よ
る
と
、
元
の
作
品
は
焼
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
朝
山
は
、
大
正
三
年
に
「
沙
倶
牛
多
羅
姫
」
（
再
興
第
一
回
院
展
）
を
、
ま
た
翌
四
年
に
「
沙
倶
牟
多
羅
姫
」
、
「
沙
倶
牟
多
羅
姫

　
ド
ウ
ロ
ン
ヤ
　
ン
　
　
ク

と
陥
遮
牟
陀
王
」
（
東
博
蔵
、
再
興
第
二
回
院
展
）
を
制
作
し
て
い
る
。
「
沙
倶
牟
多
羅
姫
と
陥
遮
牟
陀
王
」
が
原
家
か
ら
東
博
に
入

っ
た
た
め
、
本
作
品
が
購
入
作
品
と
い
う
意
見
（
沓
沢
氏
推
定
）
、
ま
た
同
名
の
た
め
前
二
者
の
い
ず
れ
か
と
す
る
意
見
（
石
田
氏

推
定
）
が
あ
る
が
、
「
買
入
覚
」
に
は
大
正
五
年
に
「
朝
山
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
」
と
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
の
作
品
か
即

断
し
か
ね
る
。
た
だ
『
院
展
百
年
史
第
四
巻
』
（
前
掲
書
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
る
限
り
、
「
沙
倶
牟
多
羅
姫
」
の
可
能

性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

　
注
（
5
5
）
参
照
。

　
『
中
央
新
聞
』
（
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
三
日
）
よ
り
。
こ
の
時
、
他
に
山
崎
朝
雲
の
「
張
果
郎
」
を
百
五
十
円
で
、
米
原
雲
海

の
「
無
弦
琴
」
を
二
百
七
十
円
で
、
加
藤
景
雲
の
「
大
江
定
基
」
を
二
百
三
十
六
円
で
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
購
入
者
は

匿
名
で
あ
る
が
、
三
漢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
林
前
掲
論
文
）
。
「
買
入
覚
」
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
記
録
が
あ
っ
た
の
は
平
櫛
田
中

の
み
で
あ
る
が
、
記
事
と
同
額
の
四
百
三
十
円
で
購
入
さ
れ
て
お
り
、
三
漢
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
中
村
傳
三
郎
「
日
本
彫
刻
会
小
史
」
（
『
美
術
研
究
』
第
百
九
十
号
、
一
九
五
七
年
）
二
百
二
十
二
頁
－
二
百
二
十
三
頁
。
な
お
、

中
村
に
よ
る
と
、
こ
の
「
日
本
彫
刻
会
」
は
日
本
趣
味
、
東
洋
趣
味
の
彫
刻
を
発
展
普
及
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
代

後
半
か
ら
三
十
年
代
全
般
に
渡
り
洋
風
の
彫
塑
が
流
行
し
た
こ
と
か
ら
危
機
感
を
抱
い
た
同
士
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
い
る
。
天
心
に
よ
る
要
請
が
直
接
の
契
機
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
国
粋
主
義
的
な
思
想
へ
の
共
鳴
が
、
木
彫
家
の
援
助

を
促
し
た
こ
と
も
当
時
の
風
潮
か
ら
当
然
考
え
ら
れ
る
。

　
天
心
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
、
牧
野
伸
顕
に
第
三
回
日
本
彫
刻
会
の
案
内
と
優
待
券
を
送
り
、
米
原
雲
海
、
山
崎
朝
雲

の
作
品
を
推
奨
し
て
い
る
（
岡
倉
前
掲
書
、
書
簡
番
号
五
百
一
番
及
び
書
簡
解
題
）
。

　
林
前
掲
論
文
。

　
本
間
正
義
編
『
近
代
の
美
術
』
第
五
十
五
号
（
至
文
堂
、
一
九
七
九
年
）
三
十
一
頁
作
品
解
説
よ
り
。

　
『
日
本
美
術
院
再
興
記
念
展
覧
会
出
品
図
録
』
中
の
書
き
込
み
（
前
掲
）
の
平
櫛
田
中
「
木
に
椅
り
て
」
に
つ
い
て
の
感
想
よ
り
。

　
「
文
展
概
観
原
富
太
郎
」
（
牛
田
前
掲
論
文
巻
末
資
料
）
。

　
善
一
郎
の
西
洋
美
術
蒐
集
や
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
十
五
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
皿
八
九
〇
1
一
九
四
〇
』
展
図
録
（
ブ
リ
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（
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ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
一
九
九
七
年
）
の
宮
崎
克
己
に
よ
る
「
原
善
一
郎
」
の
項
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
国
立
博
物
館
の
台
帳
を
調
査
し
、
同
館
が
昭
和
二
十
三
年
に
「
聖
母
能
教
育
」
と
い
う
題
名
で
原
良
三
郎
か
ら
購
入
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
矢
代
幸
雄
『
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
百
八
十
五
頁
－
百
八
十
七
頁
。

　
土
方
定
一
『
岸
田
劉
生
』
（
日
動
出
版
部
、
一
九
七
一
年
）
百
八
十
六
頁
。

　
河
井
寛
次
郎
は
、
柳
宗
悦
の
提
唱
し
た
民
芸
運
動
に
入
る
以
前
、
東
洋
陶
磁
、
と
り
わ
け
中
国
古
陶
磁
の
再
現
で
奥
田
誠
一
に
認

め
ら
れ
、
里
…
板
勝
美
、
牧
野
伸
顕
、
岩
崎
小
彌
太
、
細
川
護
立
、
川
勝
堅
一
ら
学
者
、
政
治
家
、
実
業
家
な
ど
の
支
持
を
得
て
、
作

品
が
購
入
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
後
援
者
所
蔵
の
名
品
を
見
る
機
会
も
あ
っ
た
と
い
う
。
細
川
護
立
の
蒐
集
品
は
現
在
永
青
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
川
勝
堅
一
の
蒐
集
品
は
川
勝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
（
水
尾

比
呂
志
編
「
河
井
寛
次
郎
」
『
近
代
の
美
術
』
第
三
十
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
、
二
十
四
頁
）
、
橋
本
喜
三
『
陶
工
河
井
寛

次
郎
』
（
朝
日
新
聞
社
、
｝
九
九
四
年
、
六
十
二
頁
－
六
十
三
頁
）
。

　
正
木
直
彦
は
、
「
鈍
翁
と
古
美
術
保
護
」
と
い
う
鈍
翁
追
悼
文
集
に
寄
稿
し
た
文
章
に
お
い
て
、
鈍
翁
の
古
美
術
蒐
集
が
古
美
術

の
保
護
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
「
新
美
術
の
育
成
遂
長
に
あ
の
威
力
を
加
へ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
翁
の
為
に

惜
み
、
我
が
美
術
界
の
為
に
悲
む
の
で
あ
る
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
鈍
翁
が
名
品
中
心
の
茶
会
を
行
っ
た
た
め
、

鈍
翁
の
追
随
者
が
「
道
具
茶
に
堕
す
る
の
が
自
然
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
翁
が
も
し
平
素
に
出
来
合
い
物
の
中
よ
り
非
凡
品
を
見
立
て

お
き
、
ま
た
工
芸
作
家
の
技
術
に
注
意
し
て
、
新
物
の
中
か
ら
適
宜
に
配
合
し
て
模
範
茶
会
を
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
追
随
者
の
茶
礼

も
一
変
し
、
新
工
芸
も
育
成
成
長
し
た
で
あ
ら
う
に
と
洵
に
残
念
に
お
も
ふ
。
」
と
述
べ
、
鈍
翁
が
同
時
代
美
術
に
関
心
を
向
け
な

か
っ
た
こ
と
を
率
直
に
批
判
し
て
い
る
（
横
井
夜
雨
佐
分
雄
二
鈴
木
智
足
編
『
大
茶
人
益
田
鈍
翁
』
学
藝
書
院
、
一
九
三
九
年
、

四
十
六
頁
－
四
十
七
頁
）
。

　
こ
の
展
覧
会
の
た
め
に
、
三
渓
の
孫
に
当
る
S
家
の
調
査
が
行
わ
れ
、
三
渓
の
娘
婿
に
当
る
S
氏
の
蒐
集
し
た
藤
井
達
吉
の
大
正

五
年
頃
の
作
品
が
十
点
確
認
さ
れ
、
数
点
が
初
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
「
買
入
覚
」
の
棚
の
記
述
に
よ
っ
て
、
あ
る
時
期
の
藤
井
の
書

棚
が
全
て
原
家
に
入
っ
た
と
い
う
記
述
（
山
田
光
春
『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』
風
媒
社
、
一
九
七
四
年
）
が
確
認
さ
れ
た
（
大
木
文
平

「
藤
井
達
吉
展
準
備
ノ
ー
ト
か
ら
」
（
『
藤
井
達
吉
の
芸
術
』
展
図
録
、
愛
知
県
立
美
術
館
、
一
九
九
一
年
）
。

　
瀬
木
慎
一
、
東
京
美
術
倶
楽
部
編
『
東
京
美
術
市
場
史
』
（
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
八
一
年
）
八
十
四
頁
。
本
資
料
で
は
、
新
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The　Patronage　of　HARA　Sankei

（
罵
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明
田
）
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綜
螺
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魅
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MIKAMI，　Miwa

　This　paper　is　about　Hara　Sankei（原三渓1867－1939），　a　wealthy　silk　trader　from　Yokohama　who　was　not　only　a　well－

known　collector　of　art　but　also　one　of　the　few　patrons　of　Japanese　modern　art．　Moreover，　he　is　also　known　panicularily　as

apatron　of血麺血（日本美術院），　the　Japan　Art　lnstitute．

　The　art　historical　studies　of　Sankei　have　made　rapid　progress　because　of　athe　discovery　of　some　new　documents　written

by　Sankei　himself　including　the　record－（美術品買入覚），　which　is　a　precise　compilation　of　his　art

collection　that　belongs　now　to　the　Sankeien　Hoshokai　Foundation（三漢園保勝会）．

　In　a　previous　paper　I　already　analyzed　the　collection　of　old　and　modern　japanese　art　by　Sankei　based　on　these　newly

一
ト



（寸

W
N
）
貝
蝋
鋸
卦
誌
採
く

discovered　documents（×）．

　　In　this　paper　1　will　focus　on　Sankei’s　patronage　of　japanese　modern　artists　and　wou1．d　like　to　underline　that　he　was　their

leadig　patron．　Moreover，　I　will　discuss　the　reasons　why　and　how　the　market　for遡（EI・本画），　Japanese　modern

paintings，　broadend　that　time．

（※）ACo〃ector（ゾノapanese　modern　art－a∫伽4yαわo鷹Hara　Sankei　andぬθ8σ‘‘tsuhin　Kaiire　Oboe－，　Studies　in

　　　　Humanities，　Gakushuin　University，　voL　l2，2003，　The　Back8round　and　Transration（コf　an　Antique　collection－A∫伽4y

　　　αわα‘t　the　Record．（）f　HA　RA　Sankei－，　the　Philosophical　Society　of　Gakushuin　University，2004．
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